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埼経協ニュース399号

平
成
二
九
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月

十
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
か
ら
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
各
界
の
ご
来
賓
の
方
々
並
び

に
会
員
を
合
わ
せ
て
三

三
〇
名
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
。

第
一
部
は
、
上
條
会

長
の
開
会
挨
拶
に
は
じ

ま
り
、
続
い
て
、
ご
来

賓
を
代
表
し
て
、
小
野

尚
財
務
省
関
東
財
務
局

長
、
田
畑
一
雄
厚
生
労

働
省
埼
玉
労
働
局
長
、

小
林
直
哉
連
合
埼
玉
会

長
の
三
氏
か
ら
ご
祝
辞

を
頂
戴
し
た
。

次
に
来
賓
紹
介
、
定

足
数
確
認
後
、
上
條
会

長
が
議
長
と
な
り
、
審

議
が
進
め
ら
れ
、
平
成

二
八
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、平
成
二
九
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
、
会
長
・
副
会
長
・
専
務
理

事
・
常
務
理
事
の
選
任
な
ど
、
以
下
の

議
案
す
べ
て
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

【
議
案
】

一
�
平
成
二
八
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
八
年
度
決
算
報
告

三
�
平
成
二
九
年
度
事
業
計
画

四
�
平
成
二
九
年
度
収
支
予
算

五
�
理
事
・
幹
事
の
選
任

六
�
会
長
・
副
会
長
・
専
務
理
事
・
常

務
理
事
の
選
任

続
い
て
、
上
條
会
長
か
ら
以
下
の
十

二
名
の
新
規
会
員
を
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
方
々
に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
た
。

・
池
田
一
義
氏
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
社
長
）

・
加
藤
喜
久
雄
氏
（
㈱
武
蔵
野
銀
行
取

締
役
頭
取
）

・
石
井
進
氏
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）

新
任
理
事
・
副
会
長
に
戸
所
邦
弘
氏
（
富
士
倉
庫
運
輸
㈱

取
締
役
社
長
）、田
中
德
兵
衞
氏
（
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技

研
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、阿
久
根
謙
司
氏
（
東
京
ガ
ス
㈱

埼
玉
支
社
長
）
の
三
氏
を
選
任
。
二
八
年
度
決
算
報
告
、

二
九
年
度
事
業
計
画
等
全
議
案
を
承
認

―
平
成
二
九
年
度
定
時
総
会

特
別
講
演

㈱
日
本
人
材
機
構
代
表
取
締
役
社
長
小
城
武
彦
氏
が
「
破
綻

企
業
の
方
程
式
〜
企
業
再
生
の
現
場
か
ら
見
え
た
も
の
」
と
題
し
て
講
演

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’17 月号

日本経団連 埼玉

新任理事に選任された（左から）
戸所氏・田中氏・阿久根氏

6・7

平成29年度定時総会

議事を進行する上條会長

講演する小城武彦氏

― 1 ―



�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

・
栗
原
志
功
氏
（
あ
な
た
の
幸
せ
が
私

の
幸
せ
代
表
取
締
役
）

・
満
岡
隆
一
氏
（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
取
締
役

専
務
執
行
役
員
）

・
栗
田
美
和
子
氏
（
㈱
ク
リ
タ
エ
イ
ム

デ
リ
カ
代
表
取
締
役
社
長
）

・
吉
野
寛
治
氏
（
吉
野
電
化
工
業
㈱
代

表
取
締
役
）

・
牛
窪
啓
詞
氏
（
㈱
愛
工
舎
製
作
所
代

表
取
締
役
会
長
）

・
榊
原
明
氏
（
東
日
本
電
信
電
話
㈱
取

締
役
埼
玉
営
業
部
長
）

・
中
込
秀
明
氏
（
富
士
電
子
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）

・
藤
池
一
誠
氏
（
㈱
デ
サ
ン
代
表
取
締

役
社
長
）

・
望
月
諭
氏
（
望
月
印
刷
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）

な
お
、
所
用
に
よ
り
総
会
を
欠
席
さ

れ
た
石
村
等
氏
（
大
栄
不
動
産
㈱
代

表
取
締
役
）
に
も
後
日
、
感
謝
状
を

ご
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
事
務
局
報
告
が
行
わ
れ
第
一

部
を
終
了
し
た
。

第
二
部
の
講
演
会
で
は
、
㈱
ツ
タ
ヤ

オ
ン
ラ
イ
ン
社
長
、
カ
ネ
ボ
ウ
㈱
社
長
、

丸
善
㈱
社
長
等
を
歴
任
さ
れ
て
い
る
㈱

日
本
人
材
機
構
代
表
取
締
役
社
長
小
城

武
彦
氏
よ
り
「
破
綻
企
業
の
方
程
式
〜

企
業
再
生
の
現
場
か
ら
見
え
た
も
の
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
・
出
世

条
件
・
経
営
幹
部
の
特
徴
に
お
い
て
、破

綻
企
業
と
優
良
企
業
と
は
意
外
に
共
通

点
が
あ
る
が
、
優
良
企
業
は
破
綻
リ
ス

ク
を
下
げ
る
工
夫
に
取
組
ん
で
お
り
、

今
後
の
経
営
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
、

と
て
も
有
意
義
な
講
演
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
業
務
ご
多
忙
の
中
お
越
し

い
た
だ
い
た
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
か

ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
休
憩
を
挟
ん
で

第
三
部
の
懇
親
会
に
移
っ
た
。

懇
親
会
は
藤
池
誠
治
副
会
長
の
開
宴

挨
拶
に
始
ま
り
、
続
い
て
清
水
勇
人
さ

い
た
ま
市
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、

そ
の
後
山
口
宏
樹
埼
玉
大
学
学
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
懇
親
の
宴
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
そ
し
て
、
会
員
同
士
の
懇
親
が
大

い
に
図
ら
れ
、
小
髙
富
士
夫
副
会
長
の

閉
宴
の
挨
拶
で
懇
親
会
は
終
了
し
た
。

上上
條條
会会
長長
開開
会会
挨挨
拶拶

会
長
の
上
條
で
ご
ざ
い
ま
す
。
開
会

に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
日
は
、
業
務
ご
多
忙
の
中
、

こ
の
よ
う
に
大
勢
の
会
員
の
皆
様
に
ご

出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
お
手
元
の
ご
来
賓
者
名
簿
に

ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
公
私
と
も
大
変

ご
多
忙
の
中
、
官
界
、
経
済
界
、
労
働

界
、
そ
し
て
教
育
界
よ
り
多
数
の
ご
来

賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
厚
誼
に
対
し
ま
し
て
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

私
は
、
一
昨
年
の
5
月
13
日
の
定
時

総
会
で
会
長
に
選
出
さ
れ
、
早
2
年
が

経
過
い
た
し
ま
す
。
こ
の
間
、
後
ほ
ど
、

議
案
の
中
で
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
が
、

多
く
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
会
員
の
皆
様

方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。
高
い
席
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
足
許
の
経
済
情
勢

に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
0
1
2
年
12
月
に
始
ま
っ
た
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
景
気
」
は
、
1
9
9
0
年

前
後
の
バ
ブ
ル
経
済
期
を
抜
い
て
、
戦

後
3
番
目
の
長
さ
に
な
り
ま
し
た
。
過

去
の
回
復
局
面
と
比
べ
る
と
内
外
需
の

伸
び
は
弱
く
、
雇
用
環
境
は
良
く
て
も
、

賃
金
の
伸
び
は
限
ら
れ
、い
わ
ゆ
る「
低

温
」
の
回
復
実
感
の
乏
し
い
景
気
回
復

と
い
う
側
面
は
否
め
ま
せ
ん
。

加
え
て
、
人
口
減
少
を
主
因
と
す
る

低
成
長
と
い
う
解
決
困
難
な
長
期
課
題
、

消
費
や
投
資
刺
激
策
と
折
り
合
い
の
つ

か
な
い
増
税
に
踏
み
切
れ
ず
、
政
府
が

手
を
付
け
ら
れ
て
い
な
い
深
刻
な
財
政

問
題
と
い
う
中
長
期
的
な
課
題
な
ど
将

目

次

頁

�
平
成
二
九
年
度
定
時
総
会

一
〜
六

�
科
学
の
甲
子
園

七
〜
九

�
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

十

�
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十

�
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
一

�
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
二

�
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
二

�
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

十
三

�
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

十
四

�
第
二
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

十
四

�
第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会

十
六

�『
仕
事
の
渋
滞
を
解
消
し
職
場
の

生
産
性
向
上
を
実
現
す
る
』

十
六

�
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明
会

十
七

�
労
働
法
講
座
（
第
一
〜
第
四
講
）
十
七

�
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
八

�
青
年
経
営
者
部
会
四
月
例
会

十
八

�
青
年
経
営
者
部
会
平
成
二
九
年
度
定
時

総
会

十
八

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場

二
○

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

二
一

�
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

二
二
〜
二
三

�
埼
玉
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業

二
四

�
企
業
経
営
動
向
調
査
・
特
別
調
査

二
五
〜
三
一

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

三
二

�
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
積
極
的

な
採
用
に
つ
い
て
要
請

三
三

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

三
三

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

三
四

�
日
本
経
団
連
の
動
き
、
広
告

三
五

�
事
業
だ
よ
り
、
告
知
版
、
会
員
の
動
き

三
六

新
副
会
長
の
ご
紹
介

戸
所
邦
弘
副
会
長

田
中
德
兵
衞
副
会
長

阿
久
根
謙
司
副
会
長
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来
に
向
け
た
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
日
本
経
済
を
景
気

循
環
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
ゼ
ロ
イ
ン

フ
レ
の
下
で
、
労
働
需
給
や
企
業
収
益

な
ど
の
経
済
指
標
は
順
調
で
、
景
気
の

現
状
は
安
定
し
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
波
及
的
な
問
題
点
は

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
銀
の
ゼ
ロ

金
利
が
継
続
し
、
徐
々
に
量
的
緩
和
を

弱
め
る
、い
わ
ゆ
る�
テ
ー
パ
リ
ン
グ
�

に
移
行
す
る
ま
で
の
期
間
は
、
あ
る
意

味
で
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
、
今
後
の

事
業
の
あ
り
方
を
見
据
え
、
あ
る
べ
き

方
向
に
事
業
構
造
を
変
革
し
た
り
、
次

の
一
歩
へ
の
投
資
を
行
う
絶
好
の
機
会

で
あ
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
企
業
経

営
に
つ
い
て
、
3
点
ほ
ど
所
感
を
申
し

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、

1
点
目
は
「
経
営
者
は
自
信
を
も
っ
て

決
断
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
が
超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社

会
へ
突
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
企
業
が

拠
っ
て
立
つ
市
場
を
「
ゼ
ロ
サ
ム
」
や
、

さ
ら
に
は
「
マ
イ
ナ
ス
サ
ム
」
と
捉
え

て
い
る
経
営
者
が
多
く
、
事
業
の
将
来

に
自
信
を
失
い
か
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
市
場
、
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ア
ジ
ア
内
需
な
ど
、

拡
大
し
て
い
る
市
場
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
経
営
者
の
発
想
を
新
し
い
市
場

を
い
か
に
取
り
入
れ
て
自
社
も
拡
大
さ

せ
る
か
と
い
う「
プ
ラ
ス
サ
ム
」や「
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
サ
ム
」
と
い
う
発
想
に
変
革

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

経
営
者
に
と
っ
て
自
信
と
は
「
良
い

結
果
が
出
て
か
ら
、
後
で
持
つ
も
の
」

で
は
な
く
て
、「
よ
い
結
果
を
出
す
た

め
に
、
あ
ら
か
じ
め
持
っ
て
事
に
臨
む

も
の
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
そ

ん
な
気
概
を
も
っ
て
経
営
に
臨
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
点
目
は
、
経
営
の
最
重
要
課
題
で

あ
る
「
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
で
す
。

人
材
育
成
に
魔
法
は
な
く
、
人
を
育

て
る
原
理
と
は
、
端
的
に
述
べ
る
な
ら

ば
、
上
司
が
リ
ス
ク
を
と
っ
て
部
下
に
、

「
背
伸
び
の
仕
事
」
を
任
せ
て
、
そ
の

仕
事
を
成
功
に
導
く
よ
き
問
い
か
け
を

繰
り
返
す
こ
と
で
考
え
さ
せ
、
行
動
さ

せ
、
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
尽
き
る
と
思

い
ま
す
。

世
界
的
に
有
名
な
米
国
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｏ

（
ア
イ
デ
ィ
オ
）
で
は
、
ア
イ
デ
ア
が

出
ず
に
困
っ
て
い
る
社
員
に
対
す
る
姿

勢
と
し
て
、「How

should
w
e?

」（
ど

う
す
べ
き
か
？
）
で
は
な
く
、「How

can
w
e?

」（
ど
う
す
れ
ば
で
き
る

か
？
）
で
も
な
く
、「How

m
ight

w
e?

」（
ど
う
す
れ
ば
で
き
そ
う
か
）

と
い
う
問
い
か
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

そ
う
で
す
。

日
本
企
業
で
は
、
依
然
、「
上
司
が

背
中
で
語
る
」、「
上
司
の
背
中
を
見
て

育
つ
」
式
の
部
下
指
導
が
多
い
よ
う
な

気
が
い
た
し
ま
す
。
我
が
国
の
学
校
教

育
手
法
に
は
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
に
弱
み
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
久
し
い

の
で
す
が
、
部
下
に
良
い
問
い
か
け
を

し
、
考
え
さ
せ
、
あ
る
時
は
共
に
考
え

る
と
い
う
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
仕
方
を
企
業
活
動
の
中
で
普
通

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

3
点
目
は
、
人
材
の
適
材
適
所
の
重

要
性
に
つ
い
て
で
す
。

も
う
ち
ょ
っ
と
古
い
話
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
陸
上
男
子
4
0
0
ｍ

リ
レ
ー
。
1
0
0
ｍ
9
秒
台
が
1
人
も

い
な
い
日
本
チ
ー
ム
が
男
子
の
ト
ラ
ッ

ク
種
目
で
初
の
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

私
も
こ
こ
ま
で
来
た
か
と
感
動
し
ま
し

た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
従
来
か
ら
日

本
が
採
用
し
て
き
た
「
ア
ン
ダ
ー
ハ
ン

ド
パ
ス
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
は
も
う
1
つ
の
要
因
に
つ
い
て

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
は
、「
走
順
」、
走
る
順
番
で
す
。

4
人
の
走
者
の
適
性
を
見
極
め
、
そ
の

力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
4
人
ト
ー
タ

ル
で
最
高
の
結
果
を
出
せ
る
走
順
を
練

り
に
練
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
を
的
確
に
分
析
し
、
適
材
適
所
の

「
走
順
」
を
決
定
し
た
こ
と
が
、
実
は

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
最
大
の
要
因
で

あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
経
済
環
境
の
改
善
や
若
者
人

口
の
減
少
な
ど
を
背
景
に
、
採
用
難
や

人
材
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
企
業
が
増
加

し
、
企
業
活
動
そ
の
も
の
へ
の
影
響
す

ら
出
て
き
て
い
ま
す
。
女
性
の
活
躍
、

シ
ニ
ア
活
躍
の
推
進
な
ど
に
加
え
、
こ

れ
か
ら
は
外
国
人
の
活
用
等
「
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
必
要
性

が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
多
様
な
人
材
の
活
用
の
本
質
は
、

実
は
、日
本
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
の「
走

順
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
材
の
持

ち
味
・
強
味
を
活
か
し
、
ト
ー
タ
ル
で

最
高
の
結
果
を
出
す
「
適
材
適
所
」
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
プ
ラ
ス
サ
ム
」
の
発
想
で
企
業
成

長
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
た
め
に
も
、

改
め
て
、
人
材
の
「
適
材
適
所
」
の
重

要
性
を
考
え
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
企
業

の
成
長
へ
の
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

も
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー

等
に
加
え
、
各
種
委
員
会
・
研
究
会
活

動
、
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大
会
・
全

国
大
会
へ
の
協
賛
な
ど
、
そ
の
内
容
を

充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た

め
の
就
職
支
援
「
ア
ス
ナ
ビ
説
明
会
」

の
開
催
や
社
長
塾
の
新
設
な
ど
、
新
た

な
事
業
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
の
皆
様
方
の

ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
改

め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。本

年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
広
げ
、
総
合
経
済
団
体
と

し
て
の
機
能
・
役
割
を
充
実
さ
せ
、
会

員
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
事

業
の
企
画
・
運
営
を
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
事
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、

期
初
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

以
上

開
会
挨
拶
す
る
上
條
正
仁
会
長
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2299
年年
度度

定定
時時
総総
会会

アア
ルル
ババ
ムム

来
賓
祝
辞

小
野
尚

財
務
省
関
東
財
務
局
長

監
査
報
告
す
る
中
込
監
事

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
池
田
一
義
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
栗
原
志
功
氏（
左
）

来
賓
祝
辞

田
畑
一
雄

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
加
藤
喜
久
雄
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
満
岡
隆
一
氏（
左
）

定
時
総
会
会
場

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
石
井
進
氏（
左
）

来
賓
祝
辞

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

来
賓
祝
辞

小
林
直
哉

連
合
埼
玉
会
長

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た

組
織
拡
大
協
力
会
員
の
方
々

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
栗
田
美
和
子
氏（
左
）
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組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
吉
野
寛
治
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
中
込
秀
明
氏（
左
）

懇
親
会

開
宴
挨
拶

藤
池
誠
治
副
会
長

懇
親
会

乾
杯
挨
拶

山
口
宏
樹
埼
玉
大
学
学
長

懇
親
会

来
賓
挨
拶

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

懇
親
会

閉
宴
挨
拶

小
髙
富
士
夫
副
会
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
牛
窪
啓
詞
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
藤
池
一
誠
氏（
左
）

講
演
会

懇談風景

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
榊
原
明
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
望
月
諭
氏（
左
）

講
演
す
る
小
城
武
彦
氏

― 5 ―
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

《
講
師
》

▽
株
式
会
社
日
本
人
材
機
構

代
表
取
締
役
社
長

小
城
武
彦

《
国
関
係
》

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

関
東
財
務
局
長

小
野

尚

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
長

川
瀬

透

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
財
務
広
報
相
談
室
長

櫻
井
雅
和

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
次
長

青
木

宏

▽
独
立
行
政
法
人
造
幣
局

さ
い
た
ま
支
局
長

郷

佳
也

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

局
長

田
畑
一
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

菅
原
篤
史

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
調
整
官

新
井
孝
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
課
長

小
久
保
勉

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
課
長

中
島
俊
広

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室
長

布
川
裕
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

神
戸

崇

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

監
督
課
長

高
橋

仁

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

賃
金
室
長

大
鷲

亨

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

健
康
安
全
課
長

塩
野
七
重

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
災
補
償
課
長

奥
山
浩
行

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

平
川
雅
浩

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
課
長

森
田
哲
也

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
対
策
課
長

小
暮
俊
明

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

需
給
調
整
事
業
課
長

倉
林
正
彰

▽
日
本
銀
行

調
査
統
計
局
調
査
主
幹
・
埼
玉
県
経
済
総
括

清
水
雅
之

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
課
長

田
村
慎
一

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
班
長

下
村
孝
史

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部
才
能
育
成
グ
ル
ー
プ

主
任
調
査
員

工
藤
倫
郎

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部
才
能
育
成
グ
ル
ー
プ

副
調
査
役

落
合

圭

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

部
長

渡
辺

充

▽
産
業
労
働
部

副
部
長

石
川
英
寛

▽
産
業
労
働
部

雇
用
労
働
局
長

江
森
光
芳

▽
産
業
労
働
部

産
業
支
援
課
長

増
田
文
之

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

山
野
隆
子

▽
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
長

佐
藤
卓
史

▽
産
業
労
働
部

シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課
長

野
尻
一
敏

▽
産
業
労
働
部

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

犬
飼
典
久

▽
産
業
労
働
部

産
業
人
材
育
成
課
長

吉
田
雄
一

▽
企
画
財
政
部

計
画
調
整
課
長

堀
口
幸
生

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

中
村
雅
範

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
兼
企
画
・
総
務
室
長

正
能
修
一

▽
福
祉
部

少
子
化
対
策
局
長

小
池
要
子

▽
県
民
生
活
部

国
際
課
長

島
田
邦
弘

▽
県
民
生
活
部

共
助
社
会
づ
く
り
課
長

影
沢
政
司

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

部
長

古
川
治
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

副
部
長

渡
邉

亮

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

県
立
学
校
人
事
課
長

髙
岡

豊

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

県
立
学
校
人
事
課

学
校
評
価
幹

日
吉

亨

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

県
立
学
校
人
事
課

学
校
管
理
幹

坂
上

節

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部参

事
兼
高
校
教
育
指
導
課
長

羽
田
邦
弘

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課

教
育
指
導
幹

上
原
一
孝

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課

主
幹

藤
倉
陽
子

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部高

校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

山
盛
敦
子

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部高

校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

坂
本
順
一

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部高

校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

高
橋
正
行

▽
埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
さ
い
た
ま
桜
高
等
学
園

校
長

宇
田
川
和
久

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

小
島
克
也

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長

野
崎

正

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長

土
田
保
浩

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

安
原
好
夫

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

斉
藤

実

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

柳
沢
幸
一

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

平
石
正
治

▽
埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
局副

事
務
局
長
兼
総
務
給
与
課
長

野
口
典
孝

▽
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

人
材
開
発
部
長

豊
田
雅
裕

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会業

務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長

鈴
木
健
史

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽（
一
社
）埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長

佐
伯
鋼
兵

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

常
務
理
事

伊
藤
富
啓

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

星
野

進

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

参
事

飯
塚

孝

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

加
藤
喜
久
雄

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

菊
池
眞
紀

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

後
閑

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長

織
田
秀
明

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

業
務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長

碓
井
誠
一

▽（
一
社
）埼
玉
県
物
産
観
光
協
会

会
長

松
本
邦
義

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

山
縣
秀
司

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

監
事

江
田
元
之

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務
所

所
長

齋
藤
明
男

▽
埼
玉
県
生
産
性
本
部

事
務
局
長

加
藤

孝

▽（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
埼
玉
支
部

埼
玉
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

所
長

中
村
正
彦

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

事
務
局
長

小
林
一
彦

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

神
山
哲
雄

《
経
済
界
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員

野
村

眞

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

増
田
賢
一
朗

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

藤
田
正
幸

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行執

行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長

前
田
哲
哉

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行執

行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長

宮
崎
恒
史

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

山
嵜
浩
一

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
営
業
サ
ポ
ー
ト
本
部
副
本
部
長

岡
橋
達
哉

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

広
川
正
則

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
営
業
本
部
長
兼
公
共
法
人
部
担
当

浅
香
哲
也

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
部
長

持
田
光
司

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

鈴
木
俊
太
郎

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

柚
木

馨

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

赤
城
功
一

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

長
堀
和
正

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

白
井
利
幸

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

地
域
サ
ポ
ー
ト
部
長

天
田

裕

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

地
域
サ
ポ
ー
ト
部
公
務
室

室
長

森
山
誠
一

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

齊
藤
政
春

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

学
長

山
口
宏
樹

▽
埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

佐
藤
勇
一

▽
埼
玉
大
学

理
事
（
教
学
・
学
生
担
当
）・
副
学
長

齊
藤
享
治

▽
埼
玉
大
学

理
事

吉
澤
雅
隆

▽
埼
玉
大
学

研
究
協
力
部
長

亀
山
輝
男

▽
埼
玉
大
学

大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授
、

先
端
産
業
国
際
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
所
長

綿
貫
啓
一

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

松
岡
浩
司

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

産
学
官
連
携
推
進
部
門
長

小
林
裕
一

▽
埼
玉
大
学

統
合
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｕ

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

宮
田
信
久

▽
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

長
谷
川
真
一

▽
埼
玉
県
立
大
学

理
事
長

江
利
川
毅

▽
埼
玉
県
立
大
学

学
長

萱
場
一
則

▽
埼
玉
県
立
大
学

企
画
、
総
務
担
当
調
整
幹
兼
担
当
部
長

藤
岡
晃
一

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

小
林
直
哉

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

事
務
局
長

佐
藤
道
明

▽
中
央
労
働
金
庫
埼
玉
県
本
部

本
部
長

宮
本
重
雄

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

永
田
信
雄

《
報
道
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
経
済
部
記
者

三
宅
芳
樹

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

常
務
取
締
役

小
嶋
一
晃

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

深
沢

潔

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

山
中
久
仁
昭

▽
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
外
井
（
Ｔ
Ｏ
Ｉ
）
法
律
事
務
所

弁
護
士

外
井
浩
志

▽
税
理
士
法
人
優
和
埼
玉
本
部

代
表
社
員

飯
野
浩
一

▽GreatPlace
to

W
ork

ⓇInstitute
Japan

小
林
順
子

▽GreatPlace
to

W
ork

Ⓡ
Institute

Japan

佐
藤
裕
子

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

理
事

加
地
照
子

ごご
来来
賓賓

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ご来賓の方々
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（一社）埼玉県経営者協会 宛（FAX048－641－0924）
『第7回科学の甲子園』協働パートナー申込書

／

（ ）

＠

協 賛 企 業 ・ 応 援 企 業
※協賛企業または応援企業のどちらか一方に〇を付けてください

貴社名

ご担当者所属・氏名

住所・TEL

連絡先メールアドレス

協働パートナー※

協賛金
協賛企業 20万円／一社 ※5社（募集数を超えた場合はご相談させていただきます）

応援企業 10万円／一社 ※20社程度

協賛内容
協働パートナーになると、企業名・サイン（ロゴ）の掲出・紹介のほか、表彰式でプレゼンター

（協賛企業は全国大会、応援企業は県大会を検討しております）としてご登壇いただきます。
�全国、埼玉県大会会場のサイン（ロゴ）の掲出
�全国、埼玉県大会資料への企業名掲載
�全国大会記者説明会（平成30年2月予定）で企業名を紹介
�科学技術振興機構や埼玉県ホームページ等での企業名紹介 等

申込方法
下記の申込書に必要事項をご記入の上
（一社）埼玉県経営者協会宛に FAXにて 平成29年10月12日㈭ までにお申し込みください。
※協賛金の振込等の諸手続きは、申し込み後、別途ご連絡いたします。

産学官が創る科学祭“科学の甲子園”を本会会員企業で応援しよう

～広げよう科学の輪 活かそう科学の英知～

科科学学のの甲甲子子園園 埼埼玉玉県県大大会会
全全 国国 大大 会会

科学の甲子園は、産業界と教育界が協働して新たな科学技術系人材育成
の場の創造をめざし、平成２４年３月の第１回から第３回が兵庫県で、その
後、第４回から第６回が茨城県で開催されました。本会は第4回大会から協
働パートナーとなり、第5回大会からは全国初の取組として、本会会員企
業が協働パートナーになり、「県大会から全国大会まで一貫して応援する」
全国初の取組を実施して参りました。こうした取組等が高く評価され、第７
回から第９回の全国大会の埼玉県誘致に成功いたしました。
いよいよ平成３０年３月に第７回全国大会が本県で開催されます。大会成
功に向け本会も全面的に支援して参る予定です。つきましては、本会会員
より、「協賛企業」（目標5社）と「応援企業」（目標20社）の２種類の協
働パートナーを募集いたします。是非とも積極的なご応募をお願い申し上
げます。

協働パートナー��
協賛企業
応援企業

�
�

募集について

全国大会

埼玉県大会

第
７
回
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科科学学のの甲甲子子園園 埼埼玉玉県県大大会会
『第7回科学の甲子園埼玉県大会』は、県内国立、公立、私立の高等学校の生徒が科学技術・理科・数
学の力を競う競技会です。県大会の優勝校は全国大会に出場します。全国大会は日本中から科学好きな高
校生が一堂に集い、全国制覇をめざします。なお、第1回全国大会の優勝校は県立浦和高等学校です。

■期日 平成29年11月4日㈯
■場所 埼玉県立総合教育センター 10：00より

特別講演
「超小型衛星を、新しい時代のインフラに！」
講師紹介

株式会社アクセルスペース
代表取締役 中村 友哉 氏

●プロフィール
1979年三重県生まれ。2002年東京大学工学部卒、07年同大学院工学研究科
航空宇宙工学専攻博士課程修了。在学中、東大中須賀真一教授研究室の超小
型衛星「Ⅹ I-IV」「XI-V」「PRISM」の開発に携わった。東京大学特任研
究員を経て、08年にアクセルスペースを設立。
2013年11月世界初の民間商用超小型衛星「WNISAT－1」を打ち上げ。

2014年11月ビジネス実証用超小型衛星ほどよし1号機を打ち上げ。2015年9
月・11月総額約19億円の大型資金調達を経て50機の衛星からなる「Axel-
Globe」プロジェクトを発表。2016年8月 JAXAとの革新的衛星技術実証
プログラム小型実証衛星1号機の製作に係る契約を締結。世界的に見ても圧
倒的なコスト競争力を有し、超小型衛星群がつくり出す新しい時代のインフ
ラ構築に邁進している。

主 催 埼玉県教育委員会
問い合わせ 教育局県立学校部 高校教育指導課

学びの改革担当 048－830－6625
協 賛 埼玉県経営者協会

『科学の甲子園埼玉県大会』概要
1 開催日程
平成29年11月4日㈯
集合・点呼 9：30～10：00
開 会 行 事 10：00～10：30
筆 記 競 技 10：40～11：40
休憩・昼食 11：50～12：40
説明・点呼 12：40～12：50
実 技 競 技 12：50～14：50
講 演 15：00～16：10
結果・表彰 16：20～16：40

2 県予選出場チーム
1校単位で編成された6名で構成

3 競技の種類
筆記競技と実技競技からなる。
①筆記競技（60分）
数学 物理 化学 生物 地学
情報より出題
②実技競技（120分）�

総合得点1位のチームは、本県で開催さ
れる全国大会に出場
（平成30年3月16日㈮～19日㈪）

第6回埼玉県大会出場校一覧第6回埼玉県大会（平成28年度）

学 校 名

県立熊谷高校

県立熊谷女子高校

県立熊谷西高校

県立越谷北高校

県立秩父高校

県立所沢北高校

県立不動岡高校

細田学園高校

県立松山高校
18校36チーム

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

県立浦和高校

県立浦和第一女子高校

県立大宮高校

市立大宮北高校

県立大宮工業高校

開智高校

県立春日部高校

県立川越高校

県立川越女子高校

１

２

３

４

５

６

７

８

９

実技競技

記念撮影

筆記競技

特別講演

第
７
回

開催案内
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主 催 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）第7回全国大会（平成29年度）

出場回数
６回目
初出場
２回目
３回目
初出場
４回目
６回目
初出場
３回目
初出場
３回目
５回目
２回目
２回目
初出場
５回目
２回目
５回目
初出場
初出場
６回目
６回目
２回目

学校名
滋賀県立膳所高等学校
京都府立洛北高等学校
大阪星光学院高等学校
灘高等学校
東大寺学園高等学校
智辯学園和歌山高等学校
鳥取県立鳥取西高等学校
島根県立出雲高等学校
岡山県立岡山朝日高等学校
広島大学附属高等学校
山口県立徳山高等学校
徳島市立高等学校
香川県立丸亀高等学校
愛媛県立今治西高等学校
高知工業高等専門学校
久留米大学附設高等学校
弘学館高等学校
長崎県立長崎西高等学校
熊本県立人吉高等学校
大分県立大分豊府高等学校
宮崎県立宮崎西高等学校
ラ・サール高等学校
沖縄県立那覇国際高等学校

都道府県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

No
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７

出場回数
初出場
３回目
５回目
初出場
５回目
３回目
２回目
初出場
６回目
初出場
２回目
４回目
４回目
６回目
５回目
４回目
５回目
初出場
２回目
初出場
６回目
初出場
２回目
４回目

学校名
北海道室蘭栄高等学校
青森県立青森高等学校
岩手県立盛岡第一高等学校
仙台高等専門学校
秋田県立秋田高等学校
山形県立米沢興譲館高等学校
福島県立会津学鳳高等学校
江戸川学園取手高等学校
栃木県立宇都宮高等学校
群馬県立高崎高等学校
埼玉県立浦和高等学校
渋谷教育学園幕張高等学校
筑波大学附属駒場高等学校
栄光学園高等学校
新潟県立新潟高等学校
富山県立富山中部高等学校
石川県立金沢泉丘高等学校
福井県立若狭高等学校
山梨県立甲府南高等学校
松本秀峰中等教育学校
岐阜県立岐阜高等学校
静岡県立掛川西高等学校
海陽中等教育学校
三重県立伊勢高等学校

都道府県
北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県

No
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４

第6回協働パートナー企業・団体一覧 ※県内企業は網掛け第6回全国大会出場校一覧
応援企業・団体

AGS株式会社
株式会社埼玉りそな銀行
三州製菓株式会社
サントリーホールディングス株式会社
株式会社タムロン
凸版印刷株式会社
公益財団法人日本発明振興協会
株式会社ハーベス
ブリタニカ・ジャパン株式会社
株式会社武蔵野銀行
学校法人ものつくり大学

No
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１

協賛企業・団体
旭化成株式会社
アジレント・テクノロジー株式会社
株式会社内田洋行
株式会社学研ホールディングス
ケニス株式会社
株式会社講談社（Rikejo）
一般社団法人埼玉県経営者協会
CIEE（ETS TOEFL）
株式会社島津製作所／株式会社島津理化
株式会社常陽銀行
株式会社筑波銀行
帝人株式会社
トヨタ自動車株式会社
株式会社ナリカ
公益社団法人日本理科教育振興協会
パナソニック株式会社
公益財団法人日立財団
株式会社ヤガミ
株式会社UL Japan

No
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９

科科学学のの甲甲子子園園 全全国国大大会会

■期日 平成30年3月16日㈮～19日㈪
■場所 開会式・表彰式 大宮ソニックシティ大ホール

競 技 会 場 さいたま市記念総合体育館等

優 勝 岐阜県立岐阜高等学校チーム（岐阜県）
第2位 東大寺学園高等学校チーム（奈良県）
第3位 海陽中等教育学校チーム（愛知県）

第6回全国大会（平成28年度）
日時：平成29年3月17日㈮～20日㈪
場所：つくば国際会議場

つくばカピオ（茨城県つくば市）
参加：47校（361名）

集合写真

スワップミート

実技競技②「進撃のダイナ走ー」

表彰式

開会式②

実技競技①「袋田の滝の凍結」

特別シンポジウム「君だけのテーマの見つけ方」

開会式①

筆記競技

実技競技③「ばんえい競走 in つくば」

第
７
回

本県開催
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平
成
二
九
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
安
保
論
争
』
〜
日
本
で
は
な
ぜ
奇
妙
な
『
正
義
』

が
ま
か
り
通
る
の
か
〜
と
題
し
、
慶
應
義
塾
大
学
法

学
部

教
授

細
谷

雄
一
氏
が
講
演

平
成
二
九
年
度
よ
り
、
以
下
の
五
点

を
研
修
目
的
と
し
て
、
人
事
教
育
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏
を
お
迎

え
し
、「
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
」

を
新
規
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

本
講
座
は
、
講
義
を
単
に
聞
く
だ
け

で
は
な
く
、
事
前
課
題
、
グ
ル
ー
プ
討

議
、
発
表
、
そ
し
て
参
加
者
同
士
の
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
の
名
刺
交
換

会
・
交
流
会
と
多
様
か
つ
実
践
的
な
内

容
で
、
将
来
会
社
を
担
う
中
核
的
な
人

材
や
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
最
適
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
全

六
講
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
上
記
ご
参
照
）。

一
�
会
社
に
お
け
る
「
課
長
職
」
の
使

命
と
役
割
を
正
し
く
認
識
し
、
管
理

職
と
し
て
の
責
務
を
担
う
人
財
へ
と

自
己
革
新
を
図
る
。

二
�
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
総
合
的

な
知
見
と
視
野
を
深
め
、
職
場
の
問

題
解
決
に
率
先
し
て
当
た
る
英
気
を

養
う
。

三
�
職
場
の
潜
在
的
な
リ
ス
ク
を
発
見

し
、
未
然
に
解
決
す
る
た
め
の
知
識

と
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
。

四
�
部
下
や
後
輩
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
、
活
性
化
し
た
職
場

づ
く
り
を
実
現
す
る
技
法
を
身
に
つ

け
る
。

五
�「
ひ
と
つ
上
の
立
場
」
か
ら
会
社

を
俯
瞰
し
、
将
来
の
指
針
づ
く
り
に

資
す
る
構
想
力
と
提
言
能
力
を
養
う
。

第
一
講
は
、「
課
長
の
使
命
と
役
割

を
自
覚
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
六
月
二

一
日
㈬
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市

民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
五
二
名
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
様
々
な
調
査
結
果
や
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
も
と
に
課
長
の
役
割

や
使
命
に
つ
い
て
考
え
、
部
下
と
接
す

る
と
き
は
、
肯
定
的
態
度
で
臨
み
、
モ

チ
ベ
ー
タ
ー
と
な
る
べ
く
自
ら
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
課
長
の
役
割
や
責
務
は
、
一
般
的
に

戦
略
の
策
定
や
実
行
段
階
の
指
揮
統

率
、
そ
し
て
結
果
責
任
を
負
う
段
階

ま
で
幅
広
く
あ
る
が
、
活
性
化
し
た

職
場
づ
く
り
の
実
現
に
は
、
課
長
力

が
問
わ
れ
る
。

・
最
近
は
、�
人
に
関
わ
ら
な
い
組
織

風
土
�
に
起
因
す
る
「
不
機
嫌
な
職

場
」
が
増
え
て
い
る
。

・
若
手
社
員
の
離
職
理
由
を
み
る
と
、

上
司
を
始
め
周
囲
の
働
き
か
け
で
、

離
職
を
防
げ
る
場
合
が
多
い
。

・
三
年
目
の
社
員
に
は
、
お
お
よ
そ
一

千
万
円
以
上
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
額
相
当
の
利
益

を
上
げ
る
に
は
ど
れ
く
ら
い
労
力
が

か
か
る
か
、
視
点
を
変
え
て
み
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
人
材
は
大
事
に

育
成
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

・
自
分
の
部
門
の
現
在
の
活
性
度
を
認

識
し
、
長
所
・
短
所
を
的
確
に
把
握

す
る
。

・
部
下
の
上
司
へ
の
不
満
内
容
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
起
因

す
る
も
の
が
多
く
、
部
下
を
よ
く
知

ろ
う
と
す
る
自
発
的
な
行
動
が
求
め

ら
れ
る
。

〈
グ
ル
ー
プ
演
習
〉

・
上
司
は
鬼
が
よ
い
の
か
、
仏
が
よ
い

の
か

二
〇
一
四
年
七
月
一
日
の
安
保
法
制

関
連
の
閣
議
決
定
か
ら
、
二
〇
一
五
年

九
月
一
九
日
の
安
保
関
連
法
の
成
立
を

経
て
、
お
よ
そ
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
安
保
法
制
を
巡
っ
て
日
本
国

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
開
講

平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
一
講

「
課
長
の
使
命
と
役
割
を
自
覚
す
る
」
と
題
し
、
人

事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏
が
講
演課長力パワーアップ講座 第1講

講演を行う本田 有明氏

グループワークの全体発表

第2回トップセミナー

講演を行う細谷 雄一氏

テーマ

『課長の使命と役割を自覚する』

『マネジメント力を鍛える基本演習』

『問題発見と解決への具体的なアプローチ』

『コミュニケーション能力と育成能力を高める』

『メンバー全員が活性化する職場の法則』

『課長の行動指針をつくる』

開催日

6月21日㈬

6月28日㈬

7月11日㈫

7月26日㈬

9月1日㈮

9月8日㈮

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回
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平
成
二
九
年
度
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
武
器
と
し
て
の
人
口
減
社
会
』
〜
国
際
比
較
統
計

で
わ
か
る
日
本
の
強
さ
〜
と
題
し
、
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
東
京
セ
ン
タ
ー
長

村
上

由

美
子
氏
が
講
演

内
で
大
変
な
論
争
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

安
保
論
争
に
関
し
て
は
、
気
鋭
の
国

際
政
治
学
者
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

細
谷
雄

一
氏
が
著
書
「
安
保
論
争
」
の
中
で
以

下
の
よ
う
な
主
張
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
安
保
法
制
に
反
対
し
て
平
和
を
叫

び
、
平
和
を
求
め
る
多
く
の
人
々
に
共

通
の
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
真
摯
に

平
和
を
求
め
、
心
底
戦
争
を
防
止
す
る

か
に
つ
い
て
、
驚
く
ほ
ど
ま
で
そ
の
具

体
的
な
政
策
措
置
を
巡
る
提
案
が
不
明

瞭
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
政
府
に
対
す
る
批
判
、
と
り
わ
け

保
守
的
な
政
治
家
と
み
な
さ
れ
て
い
た

安
倍
晋
三
の
政
権
に
対
す
る
批
判
で
あ

っ
て
も
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
直
面
す
る

安
全
保
障
上
の
脅
威
や
懸
念
に
対
す
る

実
効
的
な
代
替
案
を
示
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。」

「
日
本
国
憲
法
の
前
文
に
は
、
次
の

よ
う
な
明
快
で
強
力
な
一
文
が
含
ま
れ

て
い
る
。『
わ
れ
わ
れ
は
、
い
ず
れ
の

国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し

て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
っ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
も
、
普
遍

的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
う

こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、
他

国
と
対
等
関
係
に
立
と
う
と
す
る
各
国

の
責
務
で
あ
る
と
信
じ
る
』。
こ
の
文

章
に
は
、
平
和
の
時
代
を
確
立
し
、
普

遍
的
価
値
と
し
て
平
和
を
世
界
に
広
め

た
い
と
考
え
た
人
々
の
、
理
想
主
義
的

な
、
熱
い
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
日
本
人
の
か
つ
て
の
情
熱
は
、

ど
こ
か
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。」

安
保
法
制
を
巡
る
論
争
が
よ
う
や
く

少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
見
せ
、
冷
静
な

思
考
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
今
、
こ
う

し
た
主
張
に
耳
を
傾
け
、
改
め
て
日
本

の
安
全
保
障
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

五
月
十
五
日
㈪
の
平
成
二
九
年
度
第

二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
こ
う
し

た
視
点
か
ら
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部

教
授

細
谷

雄
一
氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、「
安
保
論
争
〜
日
本
で
は

な
ぜ
奇
妙
な
『
正
義
』
が
ま
か
り
通
る

の
か
〜
」
と
題
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

二
二
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
可
否
に
つ

い
て
は
、
憲
法
で
明
文
上
示
唆
さ
れ

て
お
ら
ず
、
政
府
の
解
釈
は
、
戦
後

政
治
の
中
で
翻
弄
さ
れ
、
漂
流
し
て

き
た
と
言
え
る
。

・
今
回
の
安
保
法
制
を
巡
っ
て
、
過
去

に
賛
成
し
て
い
た
主
張
を
転
換
す
る

憲
法
学
者
も
お
り
、
反
対
の
世
論
を

引
き
合
い
に
し
、
特
定
政
権
に
対
す

る
批
判
と
も
と
れ
る
言
動
が
垣
間
見

ら
れ
た
。

・
安
保
関
連
法
が
い
ま
必
要
な
の
は
、

安
全
保
障
環
境
や
軍
事
技
術
が
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対

応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
か
ら
だ
と

考
え
る
。

・
中
国
や
北
朝
鮮
を
始
め
と
す
る
、
ア

ジ
ア
の
軍
核
化
が
進
展
し
、
尖
閣
諸

島
を
め
ぐ
る
中
国
の
圧
力
や
核
ミ
サ

イ
ル
開
発
に
注
力
し
て
い
る
北
朝
鮮

の
脅
威
は
以
前
よ
り
増
し
て
い
る
。

・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
就
任
当
初
こ

そ
、
日
米
同
盟
に
つ
い
て
否
定
的
で

あ
っ
た
が
、
安
保
法
制
に
つ
い
て
丁

寧
に
説
明
し
た
結
果
、
現
在
で
は
日

米
同
盟
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

・
二
〇
一
五
年
に
可
決
さ
れ
た
安
保
関

連
法
は
、
国
際
平
和
協
力
活
動
や
後

方
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
大
幅
に
拡

充
さ
れ
た
が
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
に
つ
い
て
は
か
な
り
限
定
的

な
も
の
と
な
っ
た
。

・
安
保
法
制
が
整
っ
て
い
る
か
ら
、
安

全
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
安
保
法

制
は
あ
く
ま
で
道
具
に
す
ぎ
ず
、
各

国
の
暴
走
を
防
ぎ
、
最
悪
の
事
態
に

な
ら
ぬ
様
、
こ
れ
か
ら
も
国
際
情
勢

を
注
視
し
、
外
交
努
力
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
、
日
本
の
安
全
保
障
を
考

え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

三
五
の
先
進
諸
国
が
加
盟
す
る
国
際

機
関
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
日
々
収
集
さ
れ
る
各

種
統
計
を
読
み
解
く
と
、
日
本
は
非
常

に
「
残
念
な
国
」
で
あ
る
事
実
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
労
働
生
産
性
、

女
性
活
躍
推
進
、
起
業
家
精
神
…
…
。

さ
ま
ざ
ま
な
重
要
分
野
に
お
い
て
、
日

本
は
主
要
先
進
国
中
で
最
低
レ
ベ
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
悲
観
論
に
陥
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
少
子
高

齢
社
会
、
労
働
力
不
足
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
日
本
に
は
他
国
に
は
な
い
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
す
。

こ
う
し
た
視
点
を
踏
ま
え
、
五
月
十

七
日
㈬
の
平
成
二
九
年
度
第
三
回
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
東
京
セ
ン
タ
ー
長

村
上

由
美
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、「
武
器
と
し
て
の
人
口
減
社
会

〜
国
際
比
較
統
計
で
わ
か
る
日
本
の
強

さ
」
と
題
し
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二
六

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
現
在
日
本
が
取
り
組
ん
で
い
る
人
口

減
少
問
題
は
、
世
界
的
な
ト
レ
ン
ド

で
あ
り
、
近
い
将
来
韓
国
や
中
国
に

お
い
て
も
深
刻
化
す
る
。

・
一
足
早
く
少
子
高
齢
化
に
直
面
し
て

い
る
日
本
が
、
有
効
な
政
策
を
打
ち

出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
多
く
の
国

に
と
っ
て
も
参
考
事
例
と
な
る
。

・
現
在
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

や
人
口
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
進
化

に
よ
っ
て
、
職
種
の
消
滅
を
含
む
、

仕
事
内
容
の
大
幅
な
変
化
が
、
推
測

さ
れ
て
い
る
。

・
失
業
率
の
高
い
欧
米
諸
国
で
は
、「
仕

事
を
奪
わ
れ
る
」、
と
し
て
脅
威
と

第3回トップセミナー

講演を行う村上 由美子氏
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平
成
二
九
年
度
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
老
舗
企
業
の
強
さ
に
学
ぶ
』
〜
持
続
的
競
争
力
の

強
さ
の
秘
訣
と
は
〜
と
題
し
、
明
治
学
院
大
学
経
済

学
部

教
授

神
田

良
氏
が
講
演

平
成
二
九
年
度
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

歴
史
に
学
ぶ
�
戦
国
武
将
シ
リ
ー
ズ
第
三
弾
�『
戦

国
最
強
の
武
将
は
誰
か
？
』
と
題
し
て
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
教
授

本
郷

和
人
氏
が
講
演

み
な
さ
れ
る
が
、
ほ
ほ
完
全
雇
用
状

態
で
労
働
力
人
口
の
減
少
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
日
本
で
は
、
む
し
ろ
チ

ャ
ン
ス
と
な
る
。

・
日
本
人
の
ス
キ
ル
は
統
計
か
ら
、
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
の
協
業
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
。

・
日
本
は
、
子
ど
も
の
学
力
も
高
い
が
、

自
己
肯
定
力
や
向
上
心
が
低
い
、
と

い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。
起
業
家
精

神
が
低
い
の
も
、
こ
れ
ら
が
要
因
の

一
つ
で
あ
る
。

・
女
性
の
活
躍
推
進
の
促
進
に
よ
っ
て
、

労
働
力
の
不
足
を
補
う
だ
け
で
な
く
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
押
し
上
げ
ら
れ
る
。
Ｍ
字

カ
ー
ブ
現
象
も
改
善
の
兆
し
は
あ
る

が
、
依
然
と
し
て
男
女
の
賃
金
、
昇

進
の
格
差
は
大
き
く
、
こ
の
解
消
が

急
務
で
あ
る
。
日
本
人
女
性
の
能
力

と
意
欲
の
統
計
を
見
る
と
、
二
十
代

後
半
以
降
、
女
性
の
仕
事
へ
の
意
欲

が
低
下
し
始
め
て
い
る
。
日
本
で
は

依
然
と
し
て
、
女
性
よ
り
男
性
の
方

が
優
先
的
に
職
を
与
え
ら
れ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
人
が
多
く
、
そ
の
社
会

環
境
が
女
性
の
低
い
就
業
率
の
要
因

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
性
別
に
よ

る
能
力
差
は
な
く
、
自
分
の
能
力
に

自
信
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
技
術
は
発
展
し
て
い

る
も
の
の
、
マ
ク
ロ
統
計
で
は
生
産

性
は
低
迷
し
て
い
る
。
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
て
も
、
そ
れ
を
経
済
全
体
に
拡
散

さ
せ
る
機
能
が
必
要
と
な
る
。

・
知
的
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
て
い
る
こ
と
や
市
場
へ

の
参
入
の
し
や
す
さ
と
廃
業
の
促
進

と
い
っ
た
、
経
済
の
新
陳
代
謝
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
日
本
に
は
、
多
く
の
勝
機
が
あ
り
、

人
口
減
少
は
経
済
成
長
の
た
め
の
武

器
と
な
る
。

ゴ
ー
イ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ン
と
し
て
の

企
業
の
基
本
的
な
課
題
は
企
業
の
永
続

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
一
〇
〇
年
、

二
〇
〇
年
と
解
決
し
続
け
て
い
る
企
業

に
い
わ
ゆ
る
�
老
舗
企
業
�
が
あ
り
ま

す
。老

舗
企
業
が
現
在
も
経
営
を
続
け
て

い
る
の
は
幾
多
の
環
境
変
化
に
絶
え
ず

対
応
し
て
き
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
そ
う
し
た
老
舗
企
業
が
創

業
か
ら
絶
え
ず
変
え
ず
に
守
っ
て
き
た

も
の
に
は
、「
そ
の
会
社
ら
し
さ
」
を

息
づ
か
せ
る
経
営
理
念
が
あ
り
ま
す
。

五
月
十
九
日
㈮
の
平
成
二
九
年
度
第

四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
老
舗
企

業
塾
」
を
立
ち
上
げ
、
老
舗
企
業
が
多

数
存
在
す
る
東
京
都
中
央
区
で
一
〇
〇

年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
老
舗
企
業

の
経
営
行
動
を
調
査
対
象
と
し
研
究
を

続
け
て
お
ら
れ
る
、
明
治
学
院
大
学
経

済
学
部

教
授

神
田

良
氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

「
老
舗
企
業
の
強
さ
に
学
ぶ
〜
持
続

的
競
争
力
の
強
さ
の
秘
訣
と
は
」
と
題

し
て
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
七
名
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・「
老
舗
企
業
」
の
強
さ
の
源
泉

①
ら
し
さ
を
生
み
出
す

②
商
い
を
創
る

③
人
を
育
て
る

④
関
係
性
を
創
る

⑤
地
縁
、
地
域
性
を
活
か
す

・
老
舗
企
業
の
経
営
理
念
は
、
非
老
舗

と
比
較
す
る
と
、
仕
入
先
や
顧
客
と

の
関
係
づ
く
り
か
ら
、
生
産
や
販
売

な
ど
の
技
術
に
ま
で
言
及
し
て
い
る

割
合
が
多
い
。

・
強
み
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
素
材
・
原

料
、
生
産
・
販
売
技
術
に
つ
い
て
、

変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
を
持
ち
、

大
き
な
変
革
は
時
間
を
か
け
て
導
入

し
て
い
る
。

・
日
常
的
な
業
務
の
改
善
（
漸
進
的
革

新
）
を
重
視
し
、
長
期
的
な
視
点
で
、

次
の
市
場
（
顧
客
）
を
創
る
。

・
顧
客
と
の
関
係
づ
く
り
で
は
、
知
識

が
豊
富
な
顧
客
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を
大

切
に
し
、
自
社
が
提
供
す
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
が
最
高
の
状
態
で
使
わ
れ

る
よ
う
に
演
出
も
工
夫
し
て
い
る
。

・
人
づ
く
り
の
面
で
は
、
定
着
化
や
動

機
づ
け
は
当
然
と
し
て
、
守
る
べ
き

技
術
を
考
慮
し
、
さ
ら
に
個
性
に
配

慮
し
て
行
っ
て
い
る
。

・
地
域
の
価
値
を
認
識
し
て
、
地
域
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
地
域
価
値
の
向

上
に
参
画
す
る
。

・
調
査
か
ら
、
老
舗
特
性
（
創
業
家
の

所
有
、
創
業
家
の
経
営
、
経
営
理
念

の
有
無
）
と
企
業
の
規
模
や
存
続
年

数
と
の
関
連
性
も
わ
か
っ
て
き
た
。

〇
創
業
家
の
所
有
、
経
営
は
存
続
年
数

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

〇
経
営
理
念
が
あ
っ
た
ほ
う
が
存
続
す

る
。

〇
創
業
家
の
所
有
と
支
配
は
、
変
革
行

動
に
影
響
を
与
え
な
い
。

〇
経
営
理
念
が
あ
る
ほ
う
が
変
革
行
動

を
生
み
や
す
い
。

〇
変
革
行
動
の
違
い
は
、
規
模
、
存
続

年
数
に
影
響
を
与
え
な
い
�
存
続
の

た
め
の
変
革
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ

ー
ン
が
あ
る
。

・「
事
業
の
継
続
性
�
伝
統
」
と
「
変

革
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
外
部
と
の
関

係
性＝

革
新
」
と
の
間
の
均
衡
を
と

る
こ
と
が
永
続
経
営
の
鍵
と
な
る
。

『
戦
国
最
強
の
武
将
は
誰
か
？
』
と

い
う
テ
ー
マ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
も

第4回トップセミナー

講演を行う神田 良氏
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平
成
二
九
年
度
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

『
明
日
を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
』〜
女
性

管
理
職
誕
生
！
ご
本
人
な
ら
九
十
日
間
で
何
を
行
い

ま
す
か
？
上
司
な
ら
ど
ん
な
育
成
を
し
ま
す
か
？
〜

を
テ
ー
マ
に
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
株
式
会
社
パ
ー
ト
ナ
ー

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
／
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェッ
シ

ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

加
地

照
子
氏
が
講
演

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
武
田
信
玄
、

上
杉
謙
信
、
織
田
信
長
、
黒
田
官
兵
衛
、

島
津
義
弘
…
…
多
く
の
武
将
の
名
前
が

浮
か
び
ま
す
。

五
月
二
二
日
㈪
の
平
成
二
九
年
度
第

五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
二
七

年
十
二
月
の
戦
国
武
将
シ
リ
ー
ズ
第
一

弾
、『
戦
国
武
将
の
選
択
、
い
ま
決
め

な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
』、
平
成
二

八
年
六
月
の
第
二
弾
『
戦
国
武
将
の
選

択
〜
生
き
る
か
死
ぬ
か

究
極
の
選

択
』
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
多
く
の

参
加
者
か
ら
好
評
を
博
し
た
東
京
大
学

史
料
編
纂
所

教
授

本
郷

和
人

氏
に
三
度
目
の
ご
登
壇
を
い
た
だ
き
、

歴
史
に
学
ぶ
�
戦
国
武
将
シ
リ
ー
ズ
第

三
弾
�『
戦
国
最
強
の
武
将
は
誰
か
？
』

と
題
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
五
十
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
東
北
地
方
か
ら
九
州
地

方
ま
で
五
十
名
を
超
え
る
武
将
に
つ
い

て
、
各
人
の
経
歴
や
特
徴
、
ま
た
当
時

の
軍
事
力
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た

後
に
、
兵
力
の
軍
事
規
模
別
に
最
強
の

武
将
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
十
万
人
規
模

織
田
信
長
（
愛
知
）

〇
一
万
人
規
模

島
津
義
弘（
鹿
児
島
）

〇
数
千
人
規
模

立
花
宗
成
（
福
岡
）

堅
苦
し
く
な
り
が
ち
な
歴
史
研
究
の

最
前
線
を
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
面

白
く
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
九
年
度
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
推
進
委
員
会
は
、
四
月
十
四
日
㈮

十
三
時
三
〇
分
〜
十
六
時
三
〇
分
ま
で

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
株
式

会
社
パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ

ー
チ
／
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

加
地

照
子

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
明
日

を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
』

〜
女
性
管
理
職
誕
生
！
ご
本
人
な
ら
九

十
日
間
で
何
を
行
い
ま
す
か
？
上
司
な

ら
ど
ん
な
育
成
を
し
ま
す
か
？
〜
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
管
理

職
や
そ
の
上
司
の
方
の
他
、
今
後
女
性

管
理
職
登
用
候
補
者
や
経
営
者
、
人
事

担
当
者
等
二
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

一
�
管
理
職
に
昇
格
し
た
ら
、
九
十
日

間
で
行
う
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す

か
？

・
貢
献
度
を
測
る
ブ
レ
ー
ク
イ
ー
ブ

ン
・
ポ
イ
ン
ト
は
お
よ
そ
九
十
日
で

あ
る
。

・
最
初
の
仕
事
と
し
て
特
に
重
要
な
の

は
、
部
員
の
信
頼
を
つ
か
む
こ
と
、

方
向
を
特
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

・
現
在
の
状
況
を
把
握
し
、
上
司
に
望

む
サ
ポ
ー
ト
を
探
る
（
共
進
）。

・
部
下
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

①
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
概
念
を
意
識

す
る

②
部
下
が
最
も
リ
ー
ダ
ー
に
望
ん
で

い
る
こ
と
、
嫌
と
思
う
こ
と
を
把

握
す
る

二
�
異
動
し
て
き
た
・
昇
格
し
た
女
性

管
理
職
に
は
ど
ん
な
こ
と
に
留
意
し

て
育
成
し
ま
す
か
？

・
四
つ
の
大
原
則
を
共
有
す
る
。

①
仕
事
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
自
分

の
集
中
力
を
持
続
さ
せ
る

②
短
期
間
で
成
果
が
得
ら
れ
そ
う
な

仕
事
に
重
点
を
置
く

③
進
行
状
態
を
判
断
す
る
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
つ
く
る

④
と
る
べ
き
措
置
と
そ
の
順
序
に
つ

い
て
厳
密
に
特
定
す
る

・
男
女
の
特
性
差
異
を
容
認
し
な
が
ら
、

自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
像
を
確
立
す

る
。

・
サ
イ
ク
ル
（
回
転
）
す
る
四
つ
の
構

成
要
素
を
知
る
。

三
�「（
論
＋
ス
キ
ル
）×
実
行
�
成
果
」

か
ら
、
他
者
を
動
機
づ
け
、
巻
き
込

み
、
成
果
に
至
る
秘
訣
は
ど
ん
な
も

の
で
す
か
？

・
定
義
の
共
有
を
行
い
、
行
動
ス
タ
イ

ル
の
違
い
を
容
認
す
る
。

・
コ
ー
チ
ン
グ
の
事
例
研
究〈
ワ
ー
ク
〉

・
場
（
経
緯
）
を
観
察
し
て
創
る
。

①
過
去
…
事
実
を
述
べ
る

②
現
在
…
「
私
」
の
視
点
で
率
直
な
気

持
ち
を
述
べ
る

③
未
来
…
提
案
・
助
言
す
る

積極的に質問が出された

第5回トップセミナー

第1回ウーマノミクス推進委員会 グループワークの様子

講演を行う本郷 和人氏

講演を行う加地 照子氏
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平
成
二
九
年
度
第
二
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
視
察
会

過
去
半
世
紀
に
及
ぶ
原
子
力
発
電
の

利
用
に
よ
り
、
国
内
に
多
く
の
使
用
済

み
燃
料
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
使
用
済
み
燃
料
は
、
そ
の
後
リ

サ
イ
ク
ル
（
再
処
理
）
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
際
に
残
る
廃
液
を
、
ガ
ラ
ス
と
融

か
し
合
わ
せ
て
固
め
た
�
ガ
ラ
ス
固
化

体
�
い
わ
ゆ
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、

す
で
に
膨
大
な
量
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
適
切
な
対
策
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、

安
全
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
レ
ベ
ル
放
射
能
廃
棄
物
の
処
分
に

つ
い
て
、
次
の
世
代
に
負
担
を
残
さ
な

い
た
め
に
も
、
私
た
ち
の
世
代
で
で
き

る
だ
け
早
く
道
筋
を
つ
け
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
必
要
性
や
安
全

性
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
周
知
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
地
層
処
分
に

関
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
四
月
十
七
日
㈪
開
催
の
平
成
二
九

年
度
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会
で

は
、『
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最

終
処
分
に
つ
い
て
考
え
る
』
と
題
し
て
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
六
階
会
議
室
に

て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
九
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
一
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

と
原
子
力
発
電
」

筑
波
大
学
名
誉
教
授
（
一
般
社
団
法

人
エ
レ
ク
ト
ロ
ヒ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会

長
）

内
山

洋
司
氏

〈
講
演
一
の
要
旨
〉

・
製
造
業
に
代
わ
り
サ
ー
ビ
ス
産
業
が

台
頭
し
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
雇
用
の

約
七
割
を
占
め
て
い
る
。
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
産
業
を
取
り
巻
く

情
勢
も
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
原
子

力
発
電
停
止
以
降
の
節
電
対
策
を
始

め
と
し
て
変
化
し
て
い
る
。

・
こ
の
ま
ま
化
石
燃
料
へ
の
依
存
が
続

け
ば
二
二
世
紀
中
に
化
石
資
源
の
供

給
と
温
暖
化
の
ピ
ー
ク
が
重
な
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
が
不
安

定
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、

原
子
力
や
再

生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
が
不
可
欠
と
な
る
。

・
化
石
燃
料
、
原
子
力
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
比
較
し
て
み
る
と
、
い

ず
れ
も
リ
ス
ク
が
あ
り
、
供
給
途
絶

と
停
電
へ
の
不
安
は
払
拭
で
き
な
い
。

・
福
島
第
一
原
発
後
、
原
子
力
に
関
す

る
政
策
実
行
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る

が
、
脱
原
子
力
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
」、「
経
済
効

率
性
」、「
地
球
温
暖
化
問
題
」
に
対

す
る
解
決
の
選
択
肢
を
失
う
こ
と
に

な
る
。

・
原
子
力
が
持
つ
特
異
な
リ
ス
ク
（
重

大
事
故
、
放
射
線
影
響
、
核
テ
ロ
問

題
）
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に

対
す
る
徹
底
的
な
対
策
が
不
可
欠
で

あ
る
。

・
原
子
力
利
害
関
係
者
同
士
に
よ
る
双

方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は

か
り
、
国
民
・
住
民
目
線
の
社
会
的

コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

◇
講
演
二
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
つ
い
て
」

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構

地
域

交
流
部
専
門
部
長

富
森

卓
氏

〈
講
演
二
の
要
旨
〉

・
原
子
力
発
電
所
で
使
い
終
わ
っ
た
燃

料
（
使
用
済
燃
料
）
を
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
処
理
）
す
る
際
に
残
る
廃
液
を
、

ガ
ラ
ス
と
融
か
し
合
わ
せ
て
固
め
た

も
の
（
ガ
ラ
ス
固
化
体
）
が
「
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」
で
あ
る
。
現

在
保
管
さ
れ

て
い
る
使
用

済
燃
料
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、

既
に
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
た

分
と
合
わ
せ

る
と
、
ガ
ラ

ス
固
化
体
の

総
数
は
約
二

万
五
千
本
と

な
る
。

・
こ
の
廃
棄
物
は
、
放
射
能
レ
ベ
ル
が

十
分
に
低
下
す
る
ま
で
、
私
た
ち
の

生
活
環
境
か
ら
長
期
間
に
わ
た
り
隔

離
す
る
必
要
が
あ
り
、
地
中
深
く
に

地
層
処
分
す
る
の
が
世
界
的
に
適
当

と
言
わ
れ
て
い
る
。

・
こ
れ
ま
で
、
四
万
本
以
上
の
ガ
ラ
ス

固
化
体
を
埋
設
で
き
る
処
分
場
の
建

設
を
計
画
し
て
い
る
も
の
の
、
未
だ

に
処
分
場
の
候
補
地
も
決
ま
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

・
二
〇
一
五
年
に
改
定
し
た
基
本
方
針

で
は
、
自
治
体
か
ら
の
応
募
を
単
に

待
つ
の
で
は
な
く
、
科
学
的
特
性
を

提
示
す
る
な
ど
、
国
が
前
面
に
立
っ

て
進
め
て
い
く
新
た
な
プ
ロ
セ
ス
を

追
加
し
た
。

・
廃
棄
物
を
発
生
さ
せ
て
き
た
現
世
代

の
責
任
と
し
て
将
来
世
代
に
負
担
を

先
送
り
し
な
い
よ
う
、
地
層
処
分
に

向
け
た
対
策
を
進
め
て
い
く
。

・
地
層
処
分
の
必
要
性
、
安
全
性
を
伝

え
、
一
緒
に
考
え
る
機
会
を
で
き
る

だ
け
多
く
つ
く
り
、
全
国
的
な
国
民

理
解
、
地
域
理
解
の
醸
成
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会
『
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に

つ
い
て
考
え
る
』
に
続
き
、
五
月
二
四

日
㈬
二
五
日
㈭
開
催
の
平
成
二
九
年
度

第
二
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会
で
は
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分

技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
と
し
て
地
層

学
研
究
や
地
層
処
分
研
究
開
発
を
行
っ

て
い
る
「
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ

ー
」
視
察
会
を
実
施
し
、
九
名
の
方
に

平
成
二
九
年
度
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

『
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
つ
い
て

考
え
る
』
と
題
し
て
開
催

講演を行う内山 洋司氏

講演を行う富森 卓氏

第1回地域社会問題委員会

積極的に質問が出され、講師と意見交換を行った
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ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ

ー

研
究
計
画
調
整
グ
ル
ー
プ

茂
田

直
孝
氏
、
同
セ
ン
タ
ー

総
務
・
共
生

課

星
野

雅
人
氏
か
ら
幌
延
深
地
層

研
究
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
深
度
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

地
下
施
設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

国
立
研
究
開
発
法
人

日
本
原
子
力

研
究
機
構

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
①
地
層
処
分
技
術
が
実
際
の
地

質
環
境
で
機
能
す
る
か
を
確
認
、
②
日

本
固
有
の
地
質
環
境
の
理
解
、
③
研
究

者
に
限
ら
ず
一
般
の
人
々
が
深
地
層
の

環
境
を
体
験
・
理
解
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
地
下
施
設
の
建
設
や
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
当
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
放
射
性
廃
棄
物
の
持
ち
込

み
や
使
用
は
し
ま
せ
ん
）

地
層
処
分
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
（
ガ
ラ
ス
固
化
体
）
を
地
下
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
よ
り
深
い
と
こ
ろ
に
隔
離

す
る
方
法
で
あ
り
、
諸
外
国
も
採
用
し

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
二
〇
〇
〇
年

に
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
所
か
ら
出
る
使
用
済
燃

料
か
ら
、
燃
料
と
し
て
ま
だ
使
え
る
ウ

ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
回
収
し
た

（
再
処
理
）
際
に
生
じ
る
放
射
能
レ
ベ

ル
の
高
い
廃
液
を
ガ
ラ
ス
と
融
か
し
合

わ
せ
て
固
体
化
し
た
も
の
が
、
ガ
ラ
ス

固
化
体
で
す
。

地
下
深
く
の
地
層
が
持
つ
「
物
質
を

閉
じ
込
め
る
力
」
を
利
用
し
た
〈
天
然

バ
リ
ア
〉
と
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
・
オ
ー

バ
ー
パ
ッ
ク
・
緩
衝
材
で
人
工
的
に
作

っ
た
〈
人
工
バ
リ
ア
〉
を
組
み
合
わ
せ

た
〈
多
重
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
〉
で
、
将

来
に
わ
た
っ
て
人
間
の
生
活
環
境
に
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

ガ
ラ
ス
固
化
体
は
、
高
さ
一
三
四
セ

ン
チ
、
直
径
四
三
セ
ン
チ
、
重
さ
五
百

キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。（
写
真
①
）

地
下
水
と
接
触
し
な
い
よ
う
、
厚
さ

約
二
十
セ
ン
チ
の
金
属
製
の
オ
ー
バ
ー

パ
ッ
ク
に
格
納
し
、
さ
ら
に
粘
土
を
主

成
分
と
し
た
厚
さ
約
七
十
セ
ン
チ
の
緩

衝
材
で
覆
っ
た
上
で
（
写
真
②
）、
一

定
の
間
隔
を

あ
け
て
、
安

定
し
た
岩
盤

に
一
本
ず
つ

埋
設
し
て
い

き
ま
す
。

施
設
見
学

で
は
、
地
下

三
五
〇
メ
ー

ト
ル
の
調
査

坑
道
に
て
、

実
物
大
の
人

工
バ
リ
ア
を
用
い
た
性
能
確
認
試
験
や

オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
腐
食
試
験
、
グ
ラ
ウ

ト
施
工
に
よ
る
湧
水
抑
制
対
策
や
メ
タ

ン
ガ
ス
へ
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。（
写
真
③
）

見
学
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
現

状
の
課
題
や
研
究
方
法
に
つ
い
て
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
積
極
的
に
出
さ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

〈
今
後
に
つ
い
て
〉

安
全
に
地
層
処
分
を
行
う
た
め
に
は
、

活
断
層
が
近
く
に
な
い
、
な
ど
地
下
深

部
の
科
学
的
特
性
も
十
分
に
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
最
終
処
分
地
が
決
定
し
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
処
分
地
選
定
に
係
る
調

査
も
未
だ
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

国
は
、
様
々
な
科
学
的
特
性
に
つ
い
て
、

全
国
地
図
の
形
で
「
科
学
的
特
性
マ
ッ

プ
」
を
提
示
す
る
予
定
で
す
。

「
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
」
の
提
示
を

契
機
と
し
て
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
地
層
処
分
に
つ
い
て
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
関
心
を
高
め
、
そ
の
必
要

性
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

館内モニターで調査坑道内を確認

調査坑道見学写真③実験概要の説明 調査坑道案内図（約1時間見学）

写真②人工バリア（模型） 写真①ガラス固化体（模型）

いざ地下坑道へ 研究センター施設（模型）

研究計画の概要説明 視察会参加者
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「『
仕
事
の
渋
滞
を
解
消
し
職
場
の
生
産
性
向
上
を
実

現
す
る
』
〜
仕
事
の
渋
滞
解
消
術
を
一
日
で
マ
ス
タ

ー
す
る
〜
」
を
開
催

平
成
二
九
年
度
第
一
回
企
業
戦
略
研

究
会
は
、
今
後
の
企
業
経
営
に
関
連
す

る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る『
人
口
知
能
』、

『
人
材
育
成
』
の
二
テ
ー
マ
で
、
講
演

一
「
人
口
知
能
時
代
の
新
た
な
顧
客
価

値
創
造
〜W

atson

が
変
革
す
る
世
界

〜
」、
講
演
二
「�
部
下
が
な
か
な
か
育

た
な
い
�
と
い
う
前
に
〜
人
材
育
成
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
」
と
題
し
、
四
月
二
四

日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分

ま
で
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
一
で
は
、
Ｉ
о
Ｔ
の
普
及
、
非

構
造
化
デ
ー
タ
活
用
の
加
速
に
加
え
、

人
口
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
企
業
の
競
争
優

位
を
築
く
大
き
な
変
革
を
興
そ
う
と
し

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
市

場
投
入
し
て
い
るW

atson

が
現
実
の

社
会
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
、
新
し

い
価
値
創
造
を
し
て
い
る
の
か
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
二
で
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会
に
お

け
る
管
理
職
や
経
営
層
の
方
向
け
に
、

少
し
で
も
心
の
負
担
を
な
く
す
人
材
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
五
十
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。

◇
講
演
一
「
人
口
知
能
時
代
の
新
た
な

顧
客
価
値
創
造
〜W

atson

が
変
革

す
る
世
界
〜
」

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
株
式
会
社

理
事

イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
開
発

Ｉ
о
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
事
業
部

事
業
部
長

細

和
久

氏
〈
講
演
一
の
要
旨
〉

・
二
〇
三
〇
年
、
す
べ
て
が
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
た
世
界
が
到
来
す
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
日
本
の
労
働
生
産
性
を

高
め
る
た

め
に
も
Ａ

Ｉ
は
有
効

で
あ
る
。

・
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の

Ａ
Ｉ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ

ー
ムW

a
tson

は
、

膨
大
な
情

報
か
ら
新

し
い
知
識

を
学
び
、

私
た
ち
の

能
力
を
伸
ば
し
、
人
々
と
と
も
に
よ

り
良
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

・
日
本
企
業
で
も
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
や

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
な
ど
、W

atson

を

活
用
し
、
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会

の
仕
組
み
を
変
革
し
、
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・Pepper

に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
・
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
や
質
問
回
答

機
能
を
持
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
始
め
と

し
て
、
顧
客
へ
の
最
適
商
品
の
提
案

と
い
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
へ

の
導
入
も
進
ん
で
い
る
。

・
Ｉ
Ｂ
Ｍ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

W
atson

か
ら
最
適
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
提
案
を
受
け
て
、
お
客
様

の
問
題
に
対
応
し
て
い
る
。
サ
ポ
ー

ト
に
要
す
る
時
間
の
最
適
化
や
一
回

目
の
対
応
で
の
問
題
解
決
を
増
や
す

と
い
っ
た
、
顧
客
の
価
値
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。

◇
講
演
二
「�
部
下
が
な
か
な
か
育
た

な
い
�
と
い
う
前
に
〜
人
材
育
成
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
」

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
埼
玉
支

社

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部

製

造
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

高

橋

圭
二
氏

〈
講
演
二
の
要
旨
〉

・
人
は
増
や
せ
な
い
、
部
下
は
育
た
な

い
、
仕
事
は
増
え
る
、
と
現
代
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
の
心
の
負
担
は
増
え
る
ば

か
り
で
あ
る
。

・
部
下
へ
の
指
示
は
行
動
に
訴
え
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
曖
昧
な

指
示
で
は
な
く
、
計
測
で
き
る
、
観

察
で
き
る
、
信
頼
で
き
る
、
明
確
化

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
点
が
重
要
で

あ
る
。

・
人
を
育
て
る
の
に
必
要
な
の
は
、
熱

意
や
根
性
で
は
な
く
、
技
術
で
あ
る
。

・
よ
い
結
果
を
与
え
る
こ
と
、
六
十
秒

以
内
に
ほ
め
る
こ
と
、
仕
事
の
全
体

像
を
把
握
さ
せ
る
、
と
い
っ
た
行
動

を
習
慣
化
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ

る
。

・
昨
年
、
女
性
活
躍
推
進
法
が
成
立
し

た
が
、
女
性
の
開
発
に
よ
る
ヒ
ッ
ト

商
品
も
多
く
、
男
性
と
女
性
の
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
が
融
合
さ
れ
、
新
し
い

価
値
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

企
業
経
営
に
お
い
て
生
産
性
向
上
と

長
時
間
労
働
の
削
減
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
点
を
改
善
で
き
な
い
原
因
は
、

仕
事
が
予
定
通
り
に
進
ま
な
い
現
状

（「
仕
事
の
渋
滞
」）
を
放
置
し
て
い
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
が
渋

滞
す
る
理
由
に
は
、
突
発
的
な
仕
事
の

割
り
込
み
や
、
作
業
時
間
の
見
積
り
の

甘
さ
が
あ
り
ま
す
。

四
月
二
十
日
㈭
九
時
三
〇
分
〜
十
六

時
三
〇
分
ま
で
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
株
式
会

社
人
材
育
成
社

取
締
役

芳
垣

玲

子
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
仕

事
の
渋
滞
を
解
消
し
職
場
の
生
産
性
向

上
を
実
現
す
る
』
〜
仕
事
の
渋
滞
解
消

術
を
一
日
で
マ
ス
タ
ー
す
る
〜
を
テ
ー

平
成
二
九
年
度
第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会

『
人
口
知
能
』、『
人
材
育
成
』
の
二
テ
ー
マ
で
開
催

第1回企業戦略研究会

講演を行う高橋 圭二氏 講演を行う細 和久氏

管理者のための仕事の渋滞解消術

活発なグループワーク 講演を行う芳垣 玲子氏
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平
成
二
九
年
度
埼
玉
県
産
業
労
働
部

主
要
施
策
説
明
会
開
催

平
成
二
九
年
度
労
働
法
実
務
講
座
開
催

マ
に
、
演
習
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

交
え
な
が
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
経
営
者
か
ら
上
級
管
理
者
を

主
な
対
象
と
し
て
十
八
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

一
�
職
場
で
取
り
組
む
仕
事
の
効
率
化

・
仕
事
は
、
一
人
で
完
結
す
る
も
の
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
チ
ー
ム
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
。
仕
事
の
進

行
を
妨
げ
て
い
る
原
因
を
発
見
し
対

処
す
る
た
め
に
は
上
司
や
周
囲
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
仕
事
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
最

大
限
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
状
態
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
性
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
渋
滞
を
起
こ
し
て
い
る
原
因
を
整
理

し
、
作
業
時
間
の
見
積
り
や
実
際
の

仕
事
の
先
行
作
業
に
あ
た
る
「
段
取

り
」
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

二
�
職
場
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

・
仕
事
の
渋
滞
解
消
は
情
報
共
有
か
ら

始
ま
り
、
言
語
だ
け
で
は
な
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
を
意
識
す

る
。

・
同
じ
現
場
を
見
て
い
て
も
、
捉
え
方

は
立
場
や
役
割
に
応
じ
て
異
な
る
の

で
、
仕
事
の
渋
滞
原
因
と
な
る
「
あ

い
ま
い
な
言
葉
」
は
、
定
量
化
�
数

値
化
す
る
。

三
�
仕
事
の
優
先
順
位
を
統
一
す
る

・
仕
事
の
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
に
予
定

通
り
進
め
る
に
は
、
緊
急
度
と
重
要

度
に
よ
り
優
先
順
位
を
判
断
す
る
。

四
�
仕
組
み
と
ル
ー
ル

・
仕
組
み
に
す
る
と
は
、
異
動
や
退
職

に
関
わ
ら
ず
、
仕
事
を
止
め
ず
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

・
ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
一
人
一
人
の
勝

手
な
判
断
基
準
に
よ
っ
て
行
動
し
て

し
ま
い
、
組
織
が
バ
ラ
バ
ラ
と
な
り
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
維
持
が
困
難
と
な

る
。

・
チ
ー
ム
の
突
発
的
な
仕
事
に
先
手
を

打
つ
た
め
に
、
そ
の
傾
向
を
つ
か
み
、

頻
度
の
高
い
も
の
か
ら
回
避
方
法
を

考
え
て
お
く
。

五
�
仕
事
を
平
準
化
す
る

・
メ
ン
バ
ー
の
仕
事
量
は
、
仕
事
の
特

性
等
に
よ
っ
て
時
期
的
な
偏
り
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
る
。
能
力
に
対
し
て

仕
事
量
が
多
い
と
「
無
理
」
が
、
逆

に
少
な
い
と
き
に
は
「
無
駄
」
が
生

じ
て
い
る
。

・
こ
の
偏
り
を
減
ら
し
て
仕
事
量
を
平

準
化
す
る
こ
と
で
、「
無
理
」
と
「
無

駄
」
の
解
消
に
つ
な
が
る
。

・
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
が
発
生
し

て
い
る
の
か
を
メ
ン
バ
ー
毎
に
確
認

し
、
各
業
務
に
必
要
な
ス
キ
ル
、
知

識
、
時
間
を
把
握
す
る
。

・
職
場
の
問
題
や
ル
ー
ル
な
ど
の
情
報

を
共
有
し
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
一
目

で
わ
か
る
「
見
え
る
化
」
す
る
。

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
に
関

す
る
説
明
会
が
、
平
成
二
九
年
四
月
十

九
日
㈬
、
一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
二
十
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。最

初
に
、
産
業
労
働
部
副
部
長

石

川

英
寛
氏
よ
り
「
変
化
に
向
き
合
う

中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の

支
援
」「
先
端

産
業
・
次
世
代

産
業
の
振
興
」

「
産
業
集
積
の

推
進
」「
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
産
業

の
振
興
」「
魅

力
あ
る
観
光
の

推
進
」
を
テ
ー

マ
に
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化

や
県
内
産
業
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
県
内
企
業
の
8
割
を
超
え
る

小
規
模
事
業
者
の
支
援
や
企
業
誘
致
の

取
組
を
始
め
と
し
た
各
種
施
策
概
要
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
産
業
労
働
部
雇
用
労
働
局
長

江
森

光
芳
氏
よ
り
、「
就
業
支
援
と

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
」「『
働
く
シ

ニ
ア

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
推

進
」「『
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
推
進
」「
障
害
者
の
就

業
支
援
」「
産
業
人
材
の
確
保
・
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
、
施
策
の
背
景
と
な
る
県

の
雇
用
情
勢
に
触
れ
な
が
ら
、
シ
ニ
ア

の
就
業
支
援
や
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
の
推

進
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成

等
、
雇
用
労
働
環
境
に
お
け
る
主
要
施

策
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
の
担
当

者
や
現
場
管
理
・
監
督
者
を
対
象
に
労

務
管
理
上
必
要
な
労
働
法
の
実
務
知
識

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
こ
と

を
目
的
に
労
働
法
実
務
講
座
を
四
講
に

わ
た
り
開
催
し
た
。

な
お
、
各
講
の
開
催
概
要
は
以
下
の

通
り

◇
第
一
講

五
月
三
十
日
㈫
四
〇
一
会
議
室

テ
ー
マ
「
労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時
間

と
時
間
外
管
理
、

休
日
、
休
暇
の

法
律
実
務
」

講

師

外
井
浩

志

弁
護
士

参
加
者

六
七
名

◇
第
二
講

六
月
六
日
㈫
四
〇

四
会
議
室

テ
ー
マ
「
人
事
異

動
と
出
向
・
転

籍
の
法
律
実
務
、

懲
戒
処
分
、
セ

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
」

講

師

外
井
浩
志

弁
護
士

参
加
者

四
七
名

◇
第
三
講

六
月
十
五
日
㈭
四
〇
四
会
議
室

テ
ー
マ
「
退
職
・
休
職
・
解
雇
・
懲
戒
の

法
律
実
務
、
労
働
法
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
」

講

師

外
井
浩
志

弁
護
士

参
加
者

四
八
名

◇
第
四
講

説明を行う江森 光芳氏 説明を行う石川 英寛氏

埼玉県産業労働部主要施策説明会

労働法実務講座

第4講 講師
伊藤和樹弁護士

第1講・第2講・第3講
講師 外井浩志弁護士
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平
成
二
九
年
度
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
成
長
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
』
〜
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
知
り
、
成
長
企
業
に
学
ぶ
〜
の
テ
ー
マ
で
開
催

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
四
月
例
会
開
催

「
世
界
に
挑
戦
す
る
経
営
者
に
学
ぶ
」㈱
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｄ

Ａ
代
表
取
締
役
社
長

内
田
敏
一
氏
講
演
会
を
開
催

六
月
二
十
日
㈫
四
〇
四
会
議
室

テ
ー
マ
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
有
期
労

働
者
、
派
遣
労
働
者
の
管
理

と
法
律
実
務
、
就
業
規
則
」

講

師

伊
藤
和
樹

弁
護
士

参
加
者

四
九
名

昨
年
は
、
日
本
史
上
初
の
マ
イ
ナ
ス

金
利
導
入
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
選
択
、

米
国
大
統
領
選
挙
結
果
と
「
不
確
実
性

の
時
代
」
の
幕
開
け
と
呼
ん
で
も
差
し

支
え
な
い
年
と
な
っ
た
一
方
で
、
技
術

革
新
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
胎
動
は

益
々
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
を
は
じ
め
、
Ｉ
о
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）や
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

の
進
展
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
毎
日

の
よ
う
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
企
業
経
営
者
に

と
っ
て
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
材
不

足
、
生
産
性
の
向
上
と
い
っ
た
多
く
の

課
題
が
あ
る
中
で
、
こ
う
し
た
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
の
変
化

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
こ
の
「
不
確

実
性
」
の
時
代
を
乗
り
切
り
今
後
の
自

社
の
成
長
を
図
る
観
点
か
ら
、
こ
れ
か

ら
の
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

情
報
と
長
年
に
わ
た
り
企
業
を
成
長
さ

せ
続
け
て
こ
ら
れ
た
地
元
企
業
経
営
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
野
村
證
券
と
本
会
の
共
催
で

「
成
長
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
〜
産
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
知
り
、
成
長
企
業
に
学
ぶ

〜
」
と
題
し
て
、
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

講
演
一
『
Ｒ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
〜
ロ
ボ
ッ
ト

は
日
本
の
「
モ

ノ
づ
く
り
」
に

夢
を
与
え
る

か
？
』、
講
演

二
「
五
坪
の
お

店
か
ら
上
場
企

業
へ
」
と
題
し
、

六
月
二
三
日
㈮

一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分
ま
で
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
実
施

し
、
八
七
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
一
『
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
〜
ロ

ボ
ッ
ト
は
日
本
の
「
モ
ノ
づ
く
り
」

に
夢
を
与
え
る
か
？
』

野
村
リ
サ
ー
チ
＆
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

株
式
会
社

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
グ
ル
ー

プ

御
子
柴

史
郎
氏

〈
講
演
一
の
要
旨
〉

・
こ
れ
ま
で
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
え
ば
「
産

業
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
指
し
て
い
た
が
二

〇
〇
〇
年
代
以
降
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
取

り
巻
く
環
境
は
需
要
面
、
供
給
面
で

激
変
し
た
。

・
今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

介
護
・
医
療
分
野
に
加
え
て
、
移
動

や
生
活
支
援
の
分
野
ま
で
形
状
を
変

え
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
「
ヒ
ト
と
共
生

す
る
」
時
代
と
な
る
。

・
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
は
今
後
ま
す
ま
す
拡

大
が
予
想
さ
れ
、
世
界
市
場
は
二
十

兆
円
規
模
と
、
半
導
体
に
並
ぶ
巨
大

産
業
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
日
本
の
「
モ
ノ
づ
く

り
」
復
権
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
九
九
〇
年

代
以
降
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
苦
戦

し
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
力
が
減

退
し
た
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
「
ア
ナ
ロ

グ
」
技
術
の
塊
で
あ
り
、
こ
こ
に
日

本
の
メ
ー
カ
ー
が
競
争
力
を
取
り
戻

す
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

・
今
後
は
Ａ
Ｉ
の
進
化
で
さ
ら
に
ロ
ボ

ッ
ト
が
ヒ
ト
に
近
づ
い
て
い
く
。
過

去
に
ヒ
ッ
ト
し
た
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
の
事
例

も
あ
る
よ
う
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
不
思

議
と
「
愛
着
」
が
湧
き
、
そ
の
経
済

価
値
は
格
段
と
高
ま
っ
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。

◇
講
演
二
「
五
坪
の
お
店
か
ら
上
場
企

業
へ
」

株
式
会
社
ハ
イ
デ
イ
日
高

代
表
取

締
役
会
長

神
田

正
氏

〈
講
演
二
の
要
旨
〉

・
大
宮
の
五
坪
の
お
店
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
ま
ず
は
十
軒
、
二
十
軒
出
店
し

た
い
、
と
強
い
思
い
を
持
っ
て
い
た

こ
と
、
創
業
時
の
メ
ン
バ
ー
が
独
立

せ
ず
に
一
緒
に
働
い
て
く
れ
た
こ
と

が
、
現
在
の
四
百
店
舗
超
え
に
つ
な

が
っ
た
。

・
週
休
二
日
制
が
一
般
的
に
な
る
前
か

ら
、
週
休
二
日
制
を
徹
底
し
、
福
利

厚
生
に
も
注
力
し
て
き
た
。

・
経
営
計
画
発
表
会
を
行
い
、
社
員
・

取
引
先
、
そ
し
て
家
族
と
経
営
方
針

や
夢
を
共
有
し
、
結
果
的
に
実
現
に

結
び
つ
け
て
い
っ
た
。
社
長
が
夢
を

語
ら
な
い
会
社
は
魅
力
が
な
い
と
考

え
る
。

・
株
式
を
公
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
信

用
度
が
高
ま
り
、
店
舗
数
拡
大
に
必

要
な
店
舗
物
件
は
借
り
や
す
く
な
り
、

資
金
調
達
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。

・
創
業
以
来
、
時
代
の
変
化
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。
弁
当

を
持
ち
歩
か
な
く
な
っ
た
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
目
に
し
、
お
昼
の
外
食
の
需

要
に
目
を
つ
け
た
。
現
在
は
、「
ち

ょ
い
飲
み
」
の
視
点
が
奏
功
し
、
ラ

ー
メ
ン
居
酒
屋
と
な
っ
て
い
る
。

・
現
在
、
ラ
ー
メ
ン
で
上
場
し
て
い
る

企
業
を
み
る
と
、
地
方
の
企
業
が
多

い
が
、
立
地
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
か

ら
こ
そ
、
お
客
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
、
大
き
く
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
企
業
文
化
を
つ
く

る
の
も
、
ト
ッ
プ
の
重
要
な
仕
事
で

あ
る
。

四
月
一
七
日
青
年
経
営
者
部
会
の
四

月
例
会
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
て
開

催
さ
れ
、
一
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
世
界
へ
の
挑
戦
〜
『
も
の
づ
く
り

へ
の
情
熱
』
で
掴
み
取
る
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
〜
」
と
題
し
て
、
㈱

第1回特別セミナー

講演を行う神田 正氏 講演を行う御子柴 史郎氏

質問も出された
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青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

平
成
二
九
年
度
定
時
総
会
開
催

Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
代
表
取
締
役
社
長

内

田
敏
一
氏
に
よ
る
講
演
と
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。

◇
内
田
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

内
田
氏
は
、
来
年
創
業
五
〇
周
年
を

迎
え
る
㈱
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
二
代
目
と

し
て
「
も
の
づ
く
り
へ
の
情
熱
」
を
基

盤
に
、
近
年
世
界
成
長
産
業
と
な
っ
た

複
合
材
料
に
か
か
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

い
て
世
界
へ
の
挑
戦
を
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
平
成
二
三
年
に
は
、
海
外
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
次
世
代
大
型
ブ
レ
ー
ド
に
関

わ
る
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
基
盤
を

確
立
し
、
平
成
二
六
年
に
は
、
イ
タ
リ

ア
の
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
社
と
エ
ン
ジ
ン

の
共
同
研
究
を
開
始
す
る
な
ど
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
次
々

と
生
み
出
し
て
形
に
し
、
ご
活
躍
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
得
意
分
野
を

広
げ
て
、
世
界
に
例

の
少
な
い
「
試
作
業

務
」
に
特
化
し
た
ト

ッ
プ
企
業
を
目
指
し
、

二
輪
・
四
輪
・
航
空
・

宇
宙
・
ア
ー
ト
・
次

世
代
開
発
全
般
に
携

わ
る
特
徴
あ
る
基
盤

を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
常
識
的
な
発
想

を
突
き
破
り
な
が
ら
、

未
知
へ
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
へ
の
挑
戦
を
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
講
演
会
概
要

マ
ネ
キ
ン
を
製
造

す
る
町
工
場
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
事
業
へ
と

転
換
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
、
様
々

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。

・
世
界
に
名
だ
た
る
ブ
ラ
ン
ト
と
の
出

会
い
を
き
っ
か
け
に「
国
内
初
・
世
界

初
に
挑
み
続
け
る
技
術
の
追
求
」
と

い
う
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。『
無
理
』と

言
わ
れ
る
と
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
。
大

手
に
は
な
い
柔
軟
性
を
武
器
に
、
実

現
へ
の
可
能
性
を
ど
う
に
か
探
っ
て

い
く
、と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
た
。

・
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
か
ら
楽
し
み

も
大
き
く
、
誰
に
で
も
出
来
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
喜
び
も
大
き
か
っ
た
。

・「
も
の
づ
く
り
へ
の
情
熱
」
と
「
人

と
の
縁
」
が
、
世
界
へ
の
扉
を
開
い

て
く
れ
た
。

講
演
後
に
は
「
目
標
の
立
て
方
」「
社

員
を
ま
と
め
あ
げ
る
方
法
」
等
に
関
し

て
、
質
問
が
出
ま
し
た
。

◇
懇
親
会

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
た

方
も
お
迎
え
し
て
参
加
者
全
員
が
近
況

報
告
を
行
い
、
様
々
な
情
報
交
換
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

※
今
例
会
は
、
特
別
会
員
の
㈱
サ
イ
ホ

ー
代
表
取
締
役
社
長

平
沼
大
二
郎

氏
よ
り
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
二
十
九
年

度
定
時
総
会
が
五
月
一
五
日
、
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
、
来
賓
に

埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
上
條
正
仁
氏

を
迎
え
二
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は
栗
原
志
功
部
会
長
（
㈱
あ
な

た
の
幸
せ
が
私
の
幸
せ
代
表
取
締
役
社

長
）
が
議
長
と
な
り
、
平
成
二
八
年
度

事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
、
平
成
二
九

年
度
事
業
計
画
、
同
事
業
予
算
が
提
案

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
で
は
「
伝

統
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
ペ
ッ
パ
ー
を
も
う
一

度
『
世
界
一
』
へ
〜
内
戦
で
消
え
か
け

た
胡
椒
を
復
活
さ
せ
た
日
本
人
起
業
家

〜
」
と
題
し
、KURA

TA
PEPPER

Co.Ltd.

代
表

倉
田
浩
伸
氏
が
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

◇
倉
田
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

倉
田
氏
は
、
内
戦
後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
復
興
を
農
業
支
援
に
よ
っ
て
支
え
よ

う
と
、
二
〇
年
か
け
て
、
内
戦
に
よ
っ

て
放
置
さ
れ
生
産
量
が
激
減
し
た
胡
椒

の
「
再
生
・
生
産
・
事
業
化
」
に
取
り

組
ま
れ
、
成
功
さ
れ
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

講
演
で
は
、
現
在
で
は
、
世
界
の
一

流
シ
ェ
フ
た
ち
が「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の�
赤

い
ダ
イ
ヤ
�」
と
し
て
絶
賛
す
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
ペ
ッ
パ
ー
の「
世
界
一
」へ
の
復

活
に
向
け
た
取
組
み
と
、
復
興
支
援
に

か
け
る
情
熱
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

歩
み
と
と
も
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

・
長
年
続
い
た
戦
争
の
影
響
で
、
近
代

的
な
農
法
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
こ
と

が
幸
い
し
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
的
な

農
法
で
栽
培
を
し

た
結
果
「
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
・
自
然
栽

培
」
と
い
っ
た
差

別
化
に
繋
が
っ
た
。

・「
三
方
善
し
（
売

り
手
善
、
買
い
手

善
、地
域
善
）」「
知

足
者
富
（
足
る
を

知
る
者
は
心
が
富

む
）」
と
い
っ
た

日
本
人
と
し
て
の

商
い
を
心
掛
け
、

地
元
の
人
々
と
共

に
産
業
を
創
造
し

て
い
き
た
い
。

◇
講
演
の
感
想

・
自
分
の
思
い
を
胸

に
動
い
た
結
果
と
し
て
の
素
晴
ら
し

い
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

我
々
も
思
う
だ
け
で
な
く
、
行
動
に

結
び
つ
け
た
取
組
み
を
し
て
い
き
た

い
。

◇
懇
親
会

冒
頭
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
上

條
正
仁
氏
か
ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

続
い
て
牛
窪
啓
詞
特
別
会
員
（
㈱
愛
工

舎
製
作
所
代
表
取
締
役
会
長
）
よ
り
乾

杯
の
ご
発
声
を
頂
い
た
。
そ
の
後
の
懇

親
で
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
方
か

ら
ご
挨
拶
や
、
参
加
者
全
員
か
ら
近
況

報
告
な
ど
、
賑
や
か
で
活
発
な
交
流
が

行
わ
れ
た
。
最
後
に
松
本
伸
一
郎
第
一

一
代
部
会
長
（
㈱
松
本
商
会
代
表
取
締

役
社
長
）
よ
り
閉
会
挨
拶
を
頂
き
、
懇

親
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

「世界への挑戦」に関する貴
重な経験談が語られた講演会

講演をされる㈱UCHIDA
代表取締役社長 内田敏一氏

㈱サイホー代表取締役社長
平沼大二郎氏による乾杯

3名のオブザーバーの方が
参加、ご挨拶をいただいた

特別講演を行う倉田浩伸氏 定時総会

懇親会では参加者全員が
近況報告を行った

親会の上條正仁会長より
祝辞をいただく
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学歴・略歴
宇田川 元一
（うだがわ もとかず）
2002年立教大学大学院経
済学研究科経営学専攻博
士前期課程修了。2006年
明治大学大学院経営学研
究科博士後期課程単位取
得。
早稲田大学助手、長崎大
学准教授、西南学院大学
准教授を経て、2016年度
より現職。
2007年度経営学史学会賞
（論文部門奨励賞）受賞。
イノベーティブな組織の
在り方、マネジメントに
ついて、ナラティヴ・ア
プローチに基づいた視点
から研究を行っている。

日本の企業組織を始めとする
様々な組織が抱えている問題のひとつに、イノベ
ーションが起こせなくなっているという問題があ
ります。私は、この問題が単に技術や戦略の問題
ではなく、組織の中で協働的な関係が構築できな
い結果であると考えています。

元来、イノベーションというのは、単に優れた
アイデアや技術があれば生まれるものではありま
せん。それらは様々なアイデアや人々と協働する
ことによって、初めて具体的なビジネスやサービ
スとして形を持ち、イノベーションにつながるわ
けです。つまり、イノベーションの本質は、技術
でも知識でもなく、コラボレーションなのです。

では、どのようにコラボレーションできる組織
を作ることが出来るのか、これが私の研究テーマ
です。現在は、新しいマネジメントとして、ホラ
クラシーやティール型組織と呼ばれるようなマネ
ジメントの実践をしている組織への調査を行った
り、あるいは、逆に硬直化した組織について調査
をしたりしています。

ここから見えてきたことは、階層的権力による
マネジメントをやめること（権力がなければ動か

ないならば、コラボレーションは難しい）、価値
観はそれぞれ違って良いこと（共有される価値観
があることで、多様性を活かせる組織になります）、
お互いに語れることが増えることが良い組織であ
るということ（心理的な安全が確保されてなけれ
ばアイデアも人助けも出来ません）です。

逆に硬直化した組織では、硬直性を打破しよう
と、権力を行使して解決しようとしたり、上位者の
価値観を押しつけようとしたりすることで、組織
メンバーが語れない、語らないことがどんどん増
えていき、組織内の関係が劣化していきます。この
ような中でコラボレーションは不可能です。硬直化
した状態を打破していくことなど、イノベーション
にとっては周り道のように見えますが、よい組織を
作らずにイノベーションが起きるのに賭けるより
は遥かに近道です。イノベーションのために本当に
必要なことは、マネジ
メントのイノベーショ
ンなのです。今後はこ
の点について様々な企
業と共同研究などがで
きればと考えています。

結晶材料のレーザ加工・
砥粒加工。難削材の切削
加工。

学歴・略歴
山田 洋平
（やまだ ようへい）
2015年、東京農工大学機
械システム工学専攻修了。
博士（工学）。
2015年より現職。

「AI」、「IoT」といった言葉を
最近良く耳にするようになりましたが、その心臓
部には半導体が存在します。半導体にはシリコン
を代表とする結晶材料が使用されており、数10億
個もの素子が数センチ四方の基板上に形成されて
います。近年では、高性能化、省電力化のために、
配線幅が10ナノメートル以下、表面の凹凸は0．1
ナノメートル以下という原子直径レベルの精密か
つ微細な加工が求められています。しかし、半導
体基板材料はダイヤモンドに匹敵するほど硬く、
小さい衝撃で容易に割れる非常に加工しにくい材
料であり、通常の加工技術では刃が立ちません。
そこで私達はレーザ加工、砥粒加工を用いて世界
初の加工技術を研究・開発しています。

レーザ加工の研究例としてレーザスライシング
技術を紹介します。半導体基板には厚み1ミリメ
ートル以下の薄いものが使用されます。それを長
い円柱棒からワイヤで薄く切り出して使用するの
ですが、約50％が切りくずとして排出され、非常
に無駄の多い加工となっています。そこで、私達
はレーザの透過性に着目しました。レーザは光で
あるため、太陽光がガラスを透過するように、材

料を通り抜けることが可能です。そして材料内部
でレーザを集光することにより、材料内部に数マ
イクロメートル程度の微小なき裂が生じます。そ
れを一点一点形成し連結させることにより切りく
ずが全くでない精密切断加工を実現しました。現
在では光学ガラス、SiC、サファイア、ダイヤモ
ンドなどの高価な材料に対しても適用しています。

次に砥粒加工の研究例としてメカノケミカル砥
石を紹介します。通常の砥粒加工は材料より硬く、
小さい粒（砥粒）を押し当て、引っかくことによ
って加工が進みます。しかし、引っかき傷や変質
層を無くすことは困難です。そこで材料より柔ら
かい物質でも、摩擦熱で化学反応が発生し加工可
能になる、メカノケミカル反応に着目しました。
私達の研究室では材料と反応性
の高い砥粒を混合、焼くことに
よって全く新しい砥石を作成す
ることを実現しました。このメ
カノケミカル砥石を用いて1ナ
ノメートル以下の表面かつ高能
率な半導体結晶材料の加工に成
功しています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000111111111111111111111111回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

イノベーティブで協働的な組織をつくる
埼玉大学 大学院人文社会科学研究科 経営学研究領域 宇田川 元 一 准教授

結晶材料の超精密加工
埼玉大学 大学院理工学研究科 人間支援・生産科学部門 生産科学領域 山 田 洋 平 助教

図 階層型組織からフラッ
トでオープンな組織へ
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3月から秋口の10月頃まで一年を通じて農地、街路、用水路、
河川敷あるいは公園等の公共施設で草刈りをしている場面に出
くわすことがあります。自然環境の循環は、この人力を持って
維持整備することで成り立っていますが、多くの問題を抱えて
いるのも事実です。草刈り機の発生する騒音、炎天下での劣悪
な作業環境で集中力を欠いた時に起こる草刈り機の事故は、後
を立たず被害も甚大なものとなります。一般的な草刈り機では、
エンジンを用い長い柄の先端部に装着したチップソーと呼ばれ
る金属刄を約7000rpm で回転しながら、この柄の部分を左右
に振り対象物となる雑草や下草を刈払いながら進んで行きます。
このチップソーによる作業操作が原因で大事故につながるケー
スがあります。現在の欧米では、早くからチップソーの使用は
禁止されナイロンコードの開発が盛んに行われています。一方、
国内では未だチップソーが使われている現状があります。これ
は、チップソーに比べると切削能力が低く磨耗が激しいことに

あります。研究室では、適当な延伸倍率で成形した矩形断面を
持つモノフィラメントを用いて草刈りコードを塑性加工で成形
する基礎研究を行っております。断面の角部の稜線が切れ刃を
形成し切れ味を増すことが、これまで
の研究で確認されているので、矩形角
部（2辺）を圧造により刃先を成形し、
さらに成形した刃先は半円弧状の輪郭
をせん断加工する連続工程で成形しま
す。これにより、切れ刃稜線の長さは
増大し切れ味とともに加工
硬化による耐摩耗性の向上
も期待されます。加工に用
いた金型および開発した切
れ刃輪郭を有する草刈りコ
ードを図に示します。

近年の甚大な自然災害を通じて、私達
の安全や災害対応力を高めるためには、
公的な援助「公助」には限界があり、お

互いに助け合う「共助」や自分自身で補う「自助」が必要不可
欠であることがわかってきました。このような背景の中で、そ
れぞれの自治体では地域防災計画が立てられていますが、具体
的な行動指針などについてはまだまだ落とし込みが必要な状況
です。

ところで、企業や組織は災害等やリスクに対応するために事
業継続計画「BCP（Business Continuity Plan）」を立案するケ
ースが増えてきました。では、私達が住んでいる地域ではどう
でしょう？ 田尻研究室では、BCP の地域バージョンとして
地域継続計画「DCP（District Continuity Plan）」を提唱し、
その中の基本的な要素として「アクティビティリスト」の整備
に取り組んでいます。

ここで言うアクティビティとは、災害等やリスクが発生した
際に、個人や企業が地域に提供することが出来る“物品”と“行
動”を指します。例えば“物品”は、「大きな鍋を持っている」
「来客用の布団を多めに持っている」「ちょっとした建築工具
を持っている」など、例えば“行動”は「多人数の料理を作る

ことが出来る」「お年寄りの話し相手が得意」「日曜大工程度な
ら任せて」などです。つまり専門的な“物品”や“行動”だけ
でなく、大げさに考えないで自分で提供できるモノとコトすな
わちアクティビティを、地域に住んでいる皆さんで平時にあら
かじめリストアップしておきます。

このように、地域で「アクティビティリスト」を作成して情
報を共有しておくことにより、突発的に災害等やリスクが発生
しても、慌てることなく地域の皆さんで対応が可能となります。
また、自分たちの地域では何の物品があって何が不足気味なの
か、何に対応できて何が難しいかが予め分かりますので、例え
ば地域全体で計画的に資材の充足を図ったり、研修に取り組ん
だりするなど、防災対応力の向上が期待できます。田尻研究室
では、すでにいくつかの地域でアクティビティリストの整備を
進めており、学会でも評価
を得ています。

災害への対応方法はひと
つではありません。ぜひ皆
さんがお住まいの地域でも
「自助」について考えてみ
ましょう。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888222222222222222222222222回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

自然環境に適応した草刈り用コードの開発
製造学科 市 川 茂 樹 教授

市川 茂樹（いちかわ しげき）教授・博士（工学） 日本大学修士修了、東工大博士（工学）、拓殖大学工学部機械システム
工学科専任講師を経て、2001年よりものつくり大学、現在に至る。専門分野：塑性加工、精密加工、砥粒加工。（連絡先：048‐564
‐3827）

防災力の向上は地域全体で考える
建設学科 田 尻 要 教授

田尻 要（たじり かなめ）教授 九州大学大学院博士課程、博士（工学）、ゼネコンの技術研究所、国立群馬工業高等専門学
校助教授を経て2005年9月よりものつくり大学。建設やまちづくりに関する調査分析に取り組む。（連絡先：048‐564‐3825／tajiri
@iot.ac.jp）

製作したプレス金型

草刈り用ナイロンコー
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和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル

代
表
取
締
役

社

長

望
月

諭

望
月
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役

Ｃ

Ｈ

Ｏ

株
式
会
社
あ
な
た
の
幸
せ
が
私
の
幸
せ
世
の
為
人
の
為
人
類
幸
福
繋
が
り

創
造
即
ち
我
ら
の
使
命
な
り
今
ま
さ
に
変
革
の
時
こ
こ
に
熱
き
魂
と
愛
と

情
鉄
の
勇
気
と
利
他
の
精
神
を
持
つ
者
が
結
集
せ
り
日
々
感
謝
喜
び
笑
顔

繋
が
り
を
確
か
な
一
歩
と
し
地
球
の
永
続
を
約
束
す
る
公
益
の
志
溢
れ
る

我
ら
の
足
跡
に
歴
史
の
花
が
咲
く
い
ざ
ゆ
か
ん
浪
漫
輝
く
航
海
へ

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

根
岸

茂
文

職

員

一

同

代
表
取
締
役

会

長

菊
池

勇

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

大
野
洋
子

株
式
会
社
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス

代

表

取
締
役

内
田
ひ
と
み

株
式
会
社
ハ
グ
リ
ス
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「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
推
進
事
業
」
で
は
、
次
代
を
担
う
学

生
の
夢
の
実
現
に
資
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
大
学
や
受
入
先
で
あ
る

事
業
所
、
自
治
体
等
の
皆
様
に
ご
協
力

を
頂
戴
し
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き

た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
本
会
が
事

業
受
託
団
体
と
し
て
事
業
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

本
年
度
は
、
四
月
十
日
よ
り
シ
ス
テ

ム
を
再
稼
働
し
、
募
集
情
報
の
登
録
、

エ
ン
ト
リ
ー
の
受
付
を
開
始
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
説
明
会
・
個
別
相
談
会
を
大

学
関
係
者
、
企
業
関
係
者
合
同
で
四
月

二
十
六
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、
会

場
を
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
四
〇
二
室
で
行
な
っ
た
。

当
日
の
説
明
会
・
個
別
相
談
会
で
は
、

は
じ
め
に
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
産
業

人
材
育
成
課
委
託
訓
練
・
連
携
推
進
担

当

主
幹

塚
原
高
志
氏
よ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、「
県
内
企
業
か
ら
、
な

か
な
か
学
生
が
集
ま
ら
な
い
と
の
声
も

聞
い
て
い
る
の
で
、
多
く
の
学
生
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
学
一
年
、

二
年
の
早
い
う
ち
か
ら
是
非
経
験
し
て

ほ
し
い
」、
ま
た
、「
課
題
解
決
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
が
、
今
年
度
は
県
内
全
大

学
で
展
開
し
て
い
く
」
と
企
業
と
大
学

に
伝
え
た
。

本
会
の
専
務
理
事

根
岸
か
ら
は

「
学
生
は
行
政
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
多

い
が
、
中
堅
・
中
小
企
業
へ
是
非
ト
ラ

イ
ア
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

福
祉
や
医
療
分
野
等
へ
も
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
大
学
に
働
き
か
け

を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
課

題
解
決
型
に
つ
い
て
は
、「
教
官
も
学

生
の
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
ペ
ア
で
取
り
組

む
の
で
、
企
業
は
様
々
な
課
題
を
ぶ
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
し
た
。

次
に
シ
ス
テ
ム
の
説
明
に
移
り
、
ま

ず
、
本
会

常
務
理
事

廣
澤
よ
り
、

平
成
二
十
九
年
度
「
埼
玉
県
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
並
び
に
昨
年
度

の
実
施
状
況
、
シ
ス
テ
ム
改
良
の
概
要
、

高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。

〇
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

企
業
・
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

関
す
る
繁
忙
を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
。

随
時
、
企
業
か
ら
も
学
生
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

企
業
に
は
通
年
で
計
画
し
て
い
た
だ
き
、

是
非
、
募
集
情
報
を
登
録
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

次
に
、
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
、
学
生
か
ら
使
い
勝
手
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

企
業
・
大
学
か
ら
も
シ
ス
テ
ム
の
有
用

性
に
つ
い
て
高
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
。

シ
ス
テ
ム
の
改
良
点
と
し
て
は
、
学
校

情
報
の
登
録
に
単
位
認
定
条
件
・
学
内

手
続
締
切
り
・
学
生
へ
の
連
絡
事
項
の

欄
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
多
い
場
合
の
受
入
れ
可
否

を
企
業
が
一
括
で
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
高
校
・
特
別
支
援
学
校
の
生

徒
に
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
な
り
、

自
分
が
将
来
ど
ん
な
事
が
し
た
い
か
を

考
え
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
、
積
極
的

な
働
き
か
け
を
企
業
に
要
望
し
た
。

最
後
に
、
経
団
連
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、
一
日

限
り
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
教
育
的

効
果
が
乏
し
い
旨
の
理
解
を
求
め
た
。

説
明
会
の
後
半
は
、
課
題
解
決
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
説
明
を
埼
玉
大
学

統
合
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｕ

ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー

宮
田
信
久
氏
が
行
っ

た
。

〇
昨
年
度
の
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
埼
玉

県
・
県
内
企
業

と
埼
玉
大
学
で

実
施
し
た
が
、

今
年
度
は
県
内

全
大
学
を
対
象

に
実
施
す
る
。

課
題
解
決
型
と

通
常
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の

違
い
は
、
①
3

ヵ
月
以
上
の
長
期
実
習
、
②
自
社
で
解

決
し
た
い
課
題
を
学
生
と
共
に
取
り
組

む
、
③
有
償
実
習
の
3
点
。
②
の
「
自

社
で
解
決
し
た
い
課
題
」
の
選
定
方
法

と
し
て
、『
企
業
提
案
型
』
と
『
大
学
・

学
生
提
案
型
』
の
2
種
類
が
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
に
際
し
て
は
、

企
業
提
案
型
は
本
会
に
、
大
学
・
学
生

提
案
型
は
埼
玉
大
学
に
申
し
込
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

実
習
は
企
業
対
学
生
で
は
な
く
、
学

生
の
取
組
を
指
導
す
る
大
学
教
官
を
予

め
決
め
て
も
ら
い
、
大
学
が
積
極
的
に

学
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
例
え
ば
、
実
習
中
の
学
生
と

教
官
が
現
地
に
赴
き
、
指
導
・
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
え
ば
、
よ
り
密
度
の
濃
い
成

果
が
期
待
で
き
る
。

実
習
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
企
業

に
は
、
教
え
る
側
の
社
員
の
成
長
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
更
に
は
産
学
官
連
携

へ
の
参
画
。
学
生
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
は
当
然
の
こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

学
生
の
能
力
と
企
業
の
協
力
に
よ
り
、

特
許
取
得
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
ベ
ー
ス
は

文
部
科
学
省
直
轄

大
学
共
同
利
用
機

関
法
人

国
立
情
報
学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ

Ｉ
）
が
開
発
・
保
守
を
行
な
っ
て
い
る

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

NetCom
m
ons

（
ネ
ッ
ト
コ
モ
ン
ズ
）

で
開
発
さ
れ
、
同
研
究
所
に
よ
る
継
続

的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
通
じ
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
品
質
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の

で
安
全
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な

っ
て
い
る
。

新
規
登
録
は
当
サ
イ
ト
か
ら
簡
単
に

登
録
で
き
、
一
度
登
録
す
れ
ば
、
継
続

使
用
で
き
る
の
で
、
是
非
、
会
員
企
業

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
シ
ス
テ
ム

を
ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
以

下
の
通
り
。

https://w
ww.saitam
a-internshi
p.jp/

平平
成成
二二
十十
九九
年年
度度

埼埼
玉玉
県県
大大
学学
生生
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ

説説
明明
会会
・・
個個
別別
相相
談談
会会
をを
開開
催催

埼玉県産業労働部産業人材育
成課委託訓練・連携推進担当
主幹 塚原高志氏

本会常務理事
廣澤健一

本会専務理事
根岸茂文

埼玉大学統合キャリアセン
ターSU スーパーバイザー
宮田信久氏

説明会の様子

インターンシップサイトのトップページ
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………192社
回収率……………………………34．9％

�業種内訳 �内製造業………………85社
�内非製造業 …………107社

�資本金別
�5000万円以下………………………90社
�5000万円超～1億円以下…………52社
�1億円超～3億円以下……………9社
�3億円超……………………………41社

企業経営動向調査（2017年度第1回〈17年4月調査〉）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、17年1月比で
製造業「＋13」、非製造業「＋4」と
改善している。

�先行きについては、17年1月比で製造
業「＋17」、非製造業「＋5」の改善
を見込んでいる。

17年4月

9

8

10

11

8

12

17年1月

1

－5

6

－1

－9

7

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、17年1月比で
製造業「＋4」、非製造業「＋5」と
改善している。

�先行きについては、17年1月比で製造
業「＋16」、非製造業「＋2」の改善
を見込んでいる。

17年4月

－5

－9

－1

－2

－4

－1

17年1月

－9

－13

－6

－11

－20

－3

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、17年1月比で
製造業は「－2」の悪化、非製造業は
「＋8」の改善となっている。

�先行きについては、17年1月比で製造
業「＋5」、非製造業「＋3」の改善
を見込んでいる。

17年4月

7

－2

15

7

7

8

17年1月

4

0

7

2

－2

5

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）17／1－3月期、4－6月期の上段の（ ）内の数値は17年1月調査時の見通し

�1－3月期の売上高DI は、10－12月期比で
製造業は「＋4」改善したが、非製造業は「－
29」と大幅に悪化した。

�今後の見通しについては、製造業・非製造業
とも4－6期は大きく落ち込むものの、7－
9期には回復すると見込んでいる。

見 通 し

17／7－9

14

18

10

17／4－6

（－8）
－8

（－5）
－16

（－10）
－2

実 績

17／1－3

（－3）
17

（－7）
26

（0）
9

10－12

31

22

38

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�1－3月期の経常利益DI は、10－12月期比
で製造業「－12」、非製造業「－18」と大幅
に悪化した。

�今後の見通しについては、製造業・非製造業
とも4－6期は大きく落ち込むものの、7－
9期には回復すると見込んでいる。

見 通 し

17／7－9

12

15

9

17／4－6

（－14）
－7

（－13）
－9

（－14）
－6

実 績

17／1－3

（2）
14

（2）
14

（2）
14

10－12

29

26

32

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、17年1月
比で製造業「＋3」、非製造業「＋4」
と過剰感が出てきている。

�先行きについては、17年1月比で製造
業「＋2」、非製造業「＋3」と若干
の過剰感はあるものの、概ね適正と見
込んでいる。

17年4月

2

2

2

2

4

1

17年1月

－2

－1

－2

0

2

－2

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、17年
1月比で製造業・非製造業とも概ね横
這いとなっている。

�先行きについては、17年1月比で製造
業は「－1」と概ね横這いながら、非
製造業は「＋3」と不足の改善が見込
まれている。

17年4月

－3

－2

－3

－7

－9

－4

17年1月

－4

－4

－4

－8

－8

－7

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�人手不足により大きなマイナスが続い
ているが、最近の雇用人員DI は17年
1月比で製造業「＋8」、非製造業「＋
13」と多少の改善が見られる。

�今後も人手不足が続くものの、先行き
については17年1月比で製造業は横這
い、非製造業は「＋6」と若干の改善
を見込んでいる。

17年4月

－24

－18

－30

－34

－26

－41

17年1月

－35

－26

－43

－37

－26

－47

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、17年1月比で
製造業、非製造業とも概ね横ばいであ
り、全体的に資金繰りの繁忙感はでて
いない。

�先行きDI についても、全体として資
金繰り繁忙感は見られない。

17年4月

12

12

12

11

12

10

17年1月

14

13

14

9

5

12

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、17年1月比で
製造業・非製造業「－2」と若干の下
落傾向にある。

�先行きについては、17年1月比で製造
業は横這いながら、非製造業は「＋7」
の上昇を見込んでいる。

17年4月

－4

－11

1

－5

－13

2

17年1月

－3

－9

3

－9

－13

－5

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、17年1月比で
製造業「＋15」と大幅に上昇しており、
コストアップ要因になっている。

�先行きについては、17年1月比で製造
業「＋7」、非製造業「＋11」と上昇
が続くと見込まれている。

17年4月

23

32

15

32

42

24

17年1月

15

17

14

24

35

13

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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特別調査「新卒採用動向、外国人留学生採用状況及び賃金改定に関する調査」

1．平成29年度（平成29年4月採用）の新卒者採用の有無及び平成30年度（平成30年度4月採用）計画について

⑴ 平成29年4月新卒採用を行いましたか。 回答数：全体190（内製造業84、内非製造業106）

◇全体の新卒採用比率は前年度並みであり、製造業は前年度比5％減、非製造業は3％増となっている。

⑵ ⑴で採用したと回答した先に…採用した新卒の学歴は（複数回答可）。

◇学歴別では大学卒を採用する企業が最も多く、次が高校卒となっている。
◇前年度との比較では、大学院卒・大学卒・短大卒を採用する企業が減り、高専卒・高校卒を採用する企業が増えている。

⑶ すべての回答先に…平成30年4月の採用予定は平成29年度採用実績に比べどのようになりますか。

◇平成30年度の採用予定については、「増加する」と回答した企業が全体で前年度比7％増加しており、企業の新卒採用意欲は引続き高い。
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2．外国人留学生の採用について
⑴ 平成29年度中（29年4月～30年3月）に外国人留学生を採用した、または採用する予定がありますか？

3．平成29年度の賃金改定結果（見込み）について
⑴ 平成29年度は賃金改定を実施しましたか？

◇賃金改定を「実施した」と「実施予定」の合計値を前年度と比較すると、全体では7％減少し70％となっており、業種別では製造業は
8％減の75％、非製造業は5％減の67％となっている。

＊従業員数別賃金改定の実施状況

◇従業員規模別の賃金改定の実施状況（実施済・実施予定）については、従業員1～50人の規模の企業のみが前年度比＋4．6％と増加して
いる。従業員101人以上の規模の企業では前年度比－13．1％と大きく減少している。

⑵ 年収ベースでの改定率の水準は？ ⑴の質問で、「実施した」及び「実施する予定」と回答した先に質問

◇年収ベースの改定率水準は、全体では「1～2％未満」の改定が44．4％と最も多く、次いで「2～3％未満」の27．4％となっている。
増減幅については、「2～3％未満」の＋9．6ポイントが最高、「0～1％未満」の－9％が最低となっている。

◇外国人留学生を「採用した」または「採用予定」と回答した企業が前年度比で4％増加し14％となっている。
業種別では、製造業が前年度比「＋2％」、非製造業が「＋6％」となっており、いずれも外国人留学生の採用意欲が高まっている。
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1．プレミアムフライデーに関する調査
⑴ 月末金曜日の早帰りを促す「プレミアムフライ
デー（プレ金）」について、該当する項目番号
でお答えください。

回答比率（％）

1.6

4.7

93.8

選 択 項 目

プレ金を実施した

プレ金を奨励した

何もしなかった

⑵ ⑴で「プレ金を実施した」「プレ金を奨励した」
とご回答された先にお聞きします。実施された
内容をご回答ください。

回答比率（％）

27.3

27.3

36.4

9.1

0

選 択 項 目

午後3時を目途に退社

終業時刻より早く退社

残業なし

特に対応しなかった

その他

⑶ 4月以降のプレミアムフライデーについてご回
答ください。

回答比率（％）

3.1

0.5

6.8

85.4

4.2

選 択 項 目

今後も継続実施

5月より実施予定

今後実施を検討していく

当面は実施予定なし

その他

⑷ プレミアムフライデーは定着すると思います
か？

回答比率（％）

0

12.6

53.2

34.2

選 択 項 目

定着する

多少定着する

あまり定着しない

定着しない

2．非正規雇用者の正社員化等に関する調査
⑴ 非正規雇用者を正社員に登用（転換）する制度・慣行がありますか。

その他

3.4

14.9

3.4

78.2

請負社員※

4.7

16.0

2.8

76.4

派遣

13.5

38.3

3.8

44.4

契約・嘱託社員

30.2

25.9

6.5

37.4

パート

22.5

21.9

5.3

50.3

フルタイムパート

30.4

25.4

5.1

39.1

回答比率（％）

制度がある

制度はないが慣行がある

今後、制度を設けたいと思っている

今のところ制度を設ける予定はない

⑴－2 非正規雇用者を正社員に登用（転換）する際、どの点を最も重視しますか。

その他

10.7

10.7

28.6

32.1

0.0

17.9

請負社員※

8.1

10.8

24.3

40.5

5.4

10.8

派遣

15.4

3.8

24.4

47.4

3.8

5.1

契約・嘱託社員

10.8

6.0

30.1

38.6

7.2

7.2

パート

11.4

1.3

27.8

48.1

3.8

7.6

フルタイムパート

10.6

3.5

29.4

43.5

4.7

8.2

回答比率（％）

一定期間以上の勤続年数

特定の資格の保有

一定以上の業績

勤務に対する意欲

試験や面接での一定の成績

その他（ ）

特別調査「プレミアムフライデー、非正規雇用者の正社員化等、
無期転換ルール、ゆう活に関する調査」
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⑴－3 非正規雇用者を正社員に登用（転換）することで得られる最も大きなメリットは何とお考えですか。
その他
40.6
12.5
12.5
3.1
0.0
15.6
15.6

請負社員※
50.0
19.0
7.1
2.4
0.0
9.5
11.9

派遣
75.3
13.6
4.9
1.2
1.2
3.7
0.0

契約・嘱託社員
58.9
22.2
7.8
3.3
0.0
4.4
3.3

パート
61.2
21.2
8.2
1.2
0.0
3.5
4.7

フルタイムパート
62.9
18.0
11.2
1.1
0.0
2.2
4.5

回答比率（％）
優秀な人材を社内で確保できる
仕事に対する意欲が増す
職場全体が活性化する
企業の業績が向上する
正規・非正規の人数のバランスが適正になる
雇用を通じて社会的貢献を果たせる
その他（ ）

⑵ 平成28年4月～平成29年3月までの1年間で、実際に非正規雇用者を正社員に何人登用（転換）しましたか。
総回答数171社の内、84社から登用（転換）人数1人以上との回答を得ました。84社の登用（転換）人数の合計数は
365人であり、登用（転換）人数の平均値は4．35人、同中央値は2人、企業別の最多登用（転換）人数は46人でした。

⑶ 今後の雇用形態別の雇用見通しはいかがですか。
その他
5.2
81.8
13.0

請負社員※
6.2
82.5
11.3

派遣
16.3
63.6
20.2

契約・嘱託社員
22.0
66.7
11.3

パート
25.5
63.4
11.0

フルタイムパート
23.0
68.1
8.9

正社員
48.2
45.9
5.9

回答比率（％）
増加する
変わらない
減少する

3．無期転換ルール（有期労働契約が反復更新されて通算5年を超えたときは、労働者の
申し込みにより、期間の定めのない労働契約に転換できるルール）について、平成30
年4月から無期労働契約への転換申込が本格化しますが、準備はお済みですか。

4．ゆう活（日照時間の長い夏に、朝早い時間に仕事を始め、早めに仕事を終えることで、まだ
明るい夕方の時間を有効に活用し、生活を豊かにしようという取組）を実施していますか。

回答比率（％）
31.9
35.7
32.4

選 択 項 目
既に対応準備を進めている
まだ、準備を進めていない

対象者がいない

回答比率（％）
2.7
95.2
2.2

選 択 項 目
実施している
実施していない
実施予定である
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第
四
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
六
月
二
日
㈮
武

蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス
に

お
い
て
、
三
十
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
本
会
廣
澤

常
務
理
事
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
細

沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日
本
伸
管
代
表

取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨
拶
、
ル
ー
ル

説
明
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
プ
レ

ー
は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
に
ス
タ
ー
ト

し
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

上
條
会
長
杯（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

は
、
ア
ウ
ト
四
七
、
イ
ン
四
八
、
グ
ロ

ス
九
五
、
ネ
ッ
ト
七
一
で
細
田
伴
次
郎

氏
（
細
田
建
設
代
表
取
締
役
）
が
総
合

優
勝
し
上
條
会
長
杯
を
獲
得
す
る
と
と

も
に
、
シ
ニ
ア
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優

勝
も
獲
得
し
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
四
四
、
イ
ン
三

八
、
グ
ロ
ス
八
二
、
ネ
ッ
ト
七
一
・
二

で
須
田
隆
文
氏
（
藤
電
設
社
長
）
が
受

賞
し
た
。（
主
な
成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
は
、
上
條
会
長
の
開
会
挨
拶

の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、
会
長
杯
、
準

優
勝
杯
、
そ
の
他
の
優
勝
杯
・
準
優
勝

杯
が
、
細
沼
競
技
委
員
長
よ
り
、
授
与

さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
は
、
各
賞
を
獲
得

さ
れ
た
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
等
で
盛
り
上

が
り
、
当
初
目
的
の
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
十
一
月
二
四
㈮
武

蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ
ー
ス
で

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

第

四

回

上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

細
田
伴
次
郎
氏
（
細
田
建
設
代
表
取
締
役
）

が
総
合
優
勝
〜
上
條
会
長
杯
を
獲
得
、
併
せ

て
シ
ニ
ア
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
も
獲
得

第4回上條会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成29年6月2日㈮ 武蔵カントリークラブ 豊岡コース〉

1．上位入賞者（ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優勝 細田伴次郎 細 田 建 設 代表取締役 47 48 95 24．071．0

準優勝 須田 隆文 藤 電 設 社長 44 38 82 10．871．2

3位 小峯 仁 幸 手 都 市 ガ ス 専務 50 47 97 24．073．0

4位 満岡 隆一 ボ ッ シ ュ 取締役 47 48 95 21．673．4

5位 大谷 隆男 秩 父 鉄 道 社長 44 41 85 10．874．2

べスグロ 須田 隆文 藤 電 設 社長 44 38 82 10．871．2

2．シニアの部

優勝 細田伴次郎 細 田 建 設 代表取締役 47 48 95 24．071．0

準優勝 小峯 仁 幸 手 都 市 ガ ス 専務 50 47 97 24．073．0

3．グランドシニア

優勝 細田伴次郎 細 田 建 設 代表取締役 47 48 95 24．071．0

準優勝・べスグロの
藤電設 須田 隆文社長

シニア準優勝の
幸手都市ガス 小峯 仁専務

初参加者7名

マスセイ
小川紀夫監査役

八洲電業社
吉村光司社長

修幸建設
小泉修一社長

テルミ
高田龍美社長

岩堀建設工業
岩堀和久社長

マイナビ
井口隆之埼玉支社長

タカダ・トランスポートサービス
高田輝成社長

上條正仁会長から優勝杯を授与される
細田建設 細田伴次郎社長（左）
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平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
二
日
に
、

小
島
康
雄
埼
玉
県
教
育
委
員
会
副
教
育

長
が
本
会
事
務
局
に
来
局
さ
れ
、
本
会

根
岸
茂
文
専
務
理
事
に
対
し
「
高
校
生

等
の
就
職
支
援
に
関
す
る
要
請
書
」
を

手
交
し
ま
し
た
。（
要
請
文
は
以
下
の

通
り
）

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

要
請
書
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
新
規
高
等

学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
卒
業
予
定
者

の
採
用
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
御

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

高
校
生
等
の

就
職
支
援
に

関
す
る
要
請

本
県
の
教
育
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
格
別
の
御
理
解
、

御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
高
校
生
等
の
就
職
状
況
は
、

景
気
回
復
の
兆
し
も
見
え
、
平
成
二
十

九
年
三
月
末
の
県
内
公
立
高
校
生
の
就

職
内
定
率
は
九
七
・
八
％
と
、
過
去
十

年
間
で
最
も
高
い
内
定
率
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
高
い
就
職
内
定
率
と
な

り
ま
し
た
の
も
、
貴
団
体
並
び
に
貴
団

体
所
属
の
事
業
所
に
よ
る
様
々
な
御
協

力
に
よ
る
も
の
と
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

現
在
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
高

校
生
等
の
就
職
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決

し
て
楽
観
視
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

高
校
生
等
の
就
職
支
援
に
全
力
で
取
り

組
む
と
と
も

に
、
明
日
の

埼
玉
の
産
業

界
を
担
う
人

材
の
育
成
に

努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

貴
団
体
所

属
の
事
業
所

に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大

変
な
経
営
努

力
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
が
、

高
等
学
校
並

び
に
特
別
支

援
学
校
卒
業

予
定
者
の
採

用
に
つ
き
ま

し
て
、
引
き

続
き
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

改
め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
回
の

要
請
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
貴

団
体
所
属
の
事
業
所
へ
の
御
協
力
に
、

特
段
の
御
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
二
十
九
年
五
月
二
十
二
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長
職
務
代
理
者

藤
崎
育
子

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

上
條

正
仁

様

現
在
の
わ
が
国
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
時

代
に
入
り
、
新
卒
の
学
生
側
は
売
り
手
市
場

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
の
新
卒
か
ら
の
採
用

選
考
に
つ
い
て
は
、「
採
用
選
考
に
関
す
る

企
業
の
倫
理
憲
章
」
で
規
定
し
て
い
た
採
用

選
考
開
始
時
期
を
二
ヶ
月
前
倒
し
て
、
六
月

一
日
以
降
と
し
た
。
経
団
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
で
も
、
指
針
で
規
定
し
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
遵
守
状
況
に
つ
い
て
、
約
九
割
が

「
守
ら
れ
て
い
な
い
」
と
回
答
。
大
手
企
業

は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
か
ら
学
生
と
会

っ
て
お
り
、
こ
の
背
景
に

は
、
採
用
で
後
れ
を
取
っ

て
し
ま
う
と
い
う
企
業
側

の
危
機
感
が
あ
る
。

学
生
の
中
に
は
採
用
内

定
を
取
っ
た
会
社
の
数
を

競
う
よ
う
な
風
潮
も
あ
り
、

学
生
側
の
二
社
以
上
か
ら
の
採
用
内
定
が
一

般
的
な
時
代
に
な
っ
て
く
る
と
、
従
来
形
成

さ
れ
て
い
た
採
用
内
定
の
法
理
も
変
更
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
え
よ
う
。

従
前
か
ら
の
採
用
内
定
の
法
理
は
、
最
高

裁
の
大
日
本
印
刷
事
件
の
「
本
件
採
用
内
定

通
知
の
ほ
か
に
は
労
働
契
約
締
結
の
た
め
の

特
段
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
な
か
つ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
、
上

告
人
か
ら
の
募
集
（
申
込
み
の
誘
引
）
に
対

し
、
被
上
告
人
が
応
募
し
た
の
は
、
労
働
契

約
の
申
込
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
上
告

人
か
ら
の
採
用
内
定
通
知
は
、
右
申
込
み
に

対
す
る
承
諾
で
あ
っ
て
、
被
上
告
人
の
本
件

誓
約
書
の
提
出
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
れ
に
よ

り
、
被
上
告
人
と
上
告
人
と
の
間
に
、
被
上

告
人
の
就
労
の
始
期
を
大
学
卒
業
直
後
と
し
、

そ
れ
ま
で
の
間
、
本
件
誓
約
書
記
載
の
五
項

目
の
採
用
内
定
取
消
事
由
に
基
づ
く
解
約
権

を
留
保
し
た
労
働
契
約
が
成
立
し
た
と
解
す

る
の
を
相
当
と
す
る
」（
昭
和
五
四
・
七
・

二
〇
第
二
小
判
決
）
と
し
て
会
社
の
内
定
通

知
と
本
人
か
ら
の
入
社
誓
約
書
が
相
ま
っ
て
、

採
用
内
定
（
雇
用
契
約
の
成
立
）
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
昭
和
四
〇
年
代
の

「
応
募
二
社
制
限
、
先
決
優
先
主
義
」
の
時

代
で
あ
り
、
今
日
の
採
用
状
況
の
実
態
と
は

大
き
く
異
な
る
背
景
が
あ
る
。

最
近
の
判
例
で
は
、
平
成
二
一
年
三
月
に

大
学
を
卒
業
す
る
予
定
の
原
告
が
、
平
成
二

〇
年
五
月
三
〇
日
頃
、会
社
か
ら「
採
用
内
々

定
の
ご
連
絡
」
と
題
す
る
書
面
お
よ
び
入
社

承
諾
書
が
送
付
さ
れ
、
五
月
三
一
日
付
で
会

社
代
表
取
締
役
宛
て
の
入
社
承
諾
書
に
記
名
、

押
印
し
て
返
送
し
た
ケ
ー
ス
に
関
し
、
裁
判

所
は
、「
平
成
一
九
年
（
平
成
二
〇
年
四
月

入
社
）
の
就
職
活
動
で
は
、
複
数
の
企
業
か

ら
内
々
定
の
み
な
ら
ず
内
定
を
得
る
新
卒
者

も
存
在
し
、（
中
略
）
正
式
な
内
定
ま
で
の

間
、
企
業
が
新
卒
者
を
で
き
る
だ
け
囲
い
込

ん
で
、
他
の
企
業
に
流
れ
る
こ
と
を
防
ご
う

と
す
る
事
実
上
の
活
動
の
域
を
出
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、（
中
略
）
始

期
付
解
約
権
留
保
付
労
働
契
約
が
成
立
し
た

と
は
い
え
な
い
。」
と
判
示
し
、
採
用
内
定

を
否
定
し
た
（
平
成
二
三
・
三
・
一
〇
福
岡

高
裁
判
決
、
コ
ー
セ
ー
ア
ー
ル
イ
ー
事
件
）。

現
在
の
二
社
以
上
内
定
の
風
潮
の
下
の
新

卒
採
用
事
情
か
ら
み
て
、
一
〇
月
一
日
の
内

定
式
（
内
定
日
）
ま
で
に
「
採
用
内
定
」
を

企
業
が
出
し
、「
入
社
誓
約
書
」
を
学
生
が

提
出
し
て
い
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
も
そ
れ

は
、
採
用
の
「
内
々
定
」
で
あ
り
、
正
式
な

内
定
（
雇
用
の
成
立
）
で
は
な
い
と
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

複
数
採
用
内
定
時
代
と

法
理
の
変
化

弁
護
士

安
西

�

高
校
生
等
の
就
職
支
援
に
関
し

埼
玉
県
教
育
委
員
会
よ
り
要
請
を
受
け
る

高校生等の就職支援に関し要請書を根岸専務に手交する
小島康雄埼玉県教育委員会副教育長（右）
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正
社
員
転
換
や
働
き
方
改
革
の

取
組
を
応
援
し
ま
す
！

「
第
7
回
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス

大
賞
」募
集
の
御
案
内

経
営
革
新
計
画
承
認
制
度

の
御
案
内

働
き
方
見
直
し
に
奨
励
金
！

女
性
活
躍
の
た
め
の

働
き
方
見
直
し
支
援
事
業

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

9
月
開
講
講
座
の
お
知
ら
せ

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

県
で
は
、
非
正
規
雇
用
者
の
正
社
員
転

換
及
び
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
企
業
を

支
援
す
る
た
め
、次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

�
正
社
員
化
総
合
相
談
窓
口

県
勤
労
者
福
祉
課
に
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
県
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
パ
ー

ト
や
派
遣
な
ど
の
非
正
規
雇
用
者
（
勤
労

者
）
か
ら
の
相
談
だ
け
で
は
な
く
、
企
業

か
ら
の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
一
・
第
三
土
曜
日
、
第
二
・
第

四
日
曜
日
に
は
、
社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
休
日
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

�
専
門
家
派
遣
事
業

パ
ー
ト
や
派
遣
な
ど
非
正
規
雇
用
者
の

正
社
員
転
換
や
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど

職
場
環
境
の
改
善
を
通
じ
て
、
人
材
の
定

着
・
確
保
を
目
指
す
企
業
に
対
し
て
、
中

小
企
業
診
断
士
や
社
会
保
険
労
務
士
な
ど

の
専
門
家
を
派
遣
し
、
課
題
の
解
決
を
支

援
し
ま
す
。

�
正
社
員
化
推
進
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

十
月
を
正
社
員
化
推
進
月
間
と
し
、
推

進
月
間
に
合
わ
せ
て
、企
業（
経
営
者
等
）

及
び
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
さ
い
た
ま
市
内
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
広
報
誌
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
、

企
業
に
お
け
る
取
組
事
例
な
ど
、
正
社
員

転
換
や
働
き
方
改
革
に
関
す
る
情
報
を
広

く
発
信
し
ま
す
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://www.pref.saitam

a.lg.jp/a080
8/seishain-top.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
6
）

埼
玉
県
は
、
新
し
い
事
業
展
開
や
革
新

的
な
技
術
開
発
に
よ
り
飛
躍
を
目
指
す
県

内
中
小
企
業
を
表
彰
す
る
「
第
7
回
渋
沢

栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
」
の
候
補
企
業
を
募

集
し
ま
す
。

5
0
0
に
の
ぼ
る
企
業
の
設
立
に
関
わ

り
、「
日
本
近
代
経
済
社
会
の
父
」
と
言

わ
れ
る
渋
沢
栄
一
翁
の
精
神
を
受
け
継
い

だ
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
企
業
の
御
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

�
表
彰
部
門

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
部
門

新
規
性
・
独
創
性
に
あ
ふ
れ
る
新
た
な

事
業
展
開
に
取
り
組
む
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
に
富
ん
だ
企
業
、
個
人
事
業
主

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門

革
新
的
で
将
来
性
の
あ
る
優
れ
た
技

術
・
製
品
開
発
に
取
り
組
む
企
業
、
個
人

事
業
主

�
副
賞
（
部
門
ご
と
）

・
大
賞
（
1
者
）
…
賞
金
30
万
円

・
奨
励
賞
（
1
者
）
…
賞
金
10
万
円

・
特
別
賞
（
数
者
）

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

https://www.pref.saitam
a.lg.jp/a08

03/taisyo.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

創
業
支
援
担
当

（
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
部
門
）

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
0
8
）

技
術
支
援
担
当

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
）

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
7
7
）

県
で
は
、
挑
戦
す
る
企
業
を
応
援
す
る

た
め
、
経
営
革
新
計
画
承
認
制
度
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
経
営
の

向
上
を
目
指
し
て
行
う
新
た
な
取
組
を
県

が
承
認
す
る
制
度
で
す
。
計
画
作
成
や
実

行
時
に
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
、
会
社
の
夢
や
想
い

を
形
に
し
、
経
営
の
革
新
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
次
の
サ
イ
ト

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://www.pref.saitam

a.lg.jp/a080
3/a38.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
1
0
）

県
で
は
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
一
環
と
し
て
、
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
や
所
定
外
労
働
の
削
減
、
男

性
の
育
児
休
業
の
取
得
、
テ
レ
ワ
ー
ク
制

度
の
導
入
な
ど
、
男
性
を
含
め
た
働
き
方

見
直
し
を
進
め
る
企
業
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
社
内
で
の
働
き
方
見
直
し
を

始
め
ま
せ
ん
か
。

�
事
業
の
概
要

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
働
き
方
見

直
し
を
支
援

・
一
定
の
成
果
目
標
を
達
成
し
た
企
業
に

奨
励
金
（
10
万
円
〜
30
万
円
）
を
支
給

・
働
き
方
見
直
し
の
モ
デ
ル
と
し
て
貴
社

の
取
組
内
容
を
広
く
発
信

※
参
加
企
業
は
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

※
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
募
集
を
終
了

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http
://www.pref.saitam

a.lg.jp/a081
0/wom

enom
ics/hatarakikata-m

inaos
hi29.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
5
）

県
で
は
、
働
い
て
い
る
方
を
対
象
に
実

務
に
役
立
つ
短
期
間
の
技
能
講
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
ス
キ
ル
を
高
め
た

い
方
や
資
格
取
得
を
目
指
す
方
、
社
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
お
考
え
の
企
業
は
是
非

御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
内
容

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
、
第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験

準
備
講
習
、
介
護
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど

多
数

�
実
施
場
所

県
内
高
等
技
術
専
門
校
・

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
講
座
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

�
受
講
料

2
�
0
0
0
円
〜
4
�
0
0

0
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま

す
）

�
申
込
み
期
間

8
月
1
日
〜
10
日

�
講
習
日
程

9
〜
10
月
中
の
2
〜
6
日

間
（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
、
労
働
法
や
労
働
関
係
の
身
近

な
問
題
等
を
テ
ー
マ
に
、
よ
り
よ
い
職
場

づ
く
り
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
主
に
事
業
主
・
人
事
労
務
担
当

の
方
を
対
象
に
次
の
テ
ー
マ
の
受
講
者
を

募
集
中
で
す
。

�
テ
ー
マ

「
知
っ
て
お
き
た
い
！
病
気
の
治
療
と

仕
事
の
両
立
」

�
開
催
日
時

8
月
30
日
㈬
14
時
〜
16
時

�
場
所

新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
開
催
情
報
は
Ｈ
Ｐ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

http
://www.pref.saitam

a.lg.jp/a080
8/rodosem

inar/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
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2
0
1
7
年
春
季
労
使
交

渉
・
中
小
企
業
業
種
別
回
答

状
況
（
第
1
回
集
計
）

―
2
4
2
社
平
均
4
6
9
5

円
、
ア
ッ
プ
率
1
・
84
％

経
団
連
は
6
月
16
日
、
2
0
1
7
年
春

季
労
使
交
渉
の
中
小
企
業
業
種
別
回
答
状

況
（
加
重
平
均
）
の
第
1
回
集
計
を
発
表

し
た
。
調
査
対
象
（
原
則
と
し
て
従
業
員

数
5
0
0
人
未
満
の
中
小
企
業
17
業
種
7

4
1
社
）の
う
ち
、17
業
種
2
4
5
社（
33
・

1
％
）
で
回
答
（
了
承
・
妥
結
を
含
む
）

が
示
さ
れ
て
お
り
、
集
計
可
能
な
17
業
種

2
4
2
社
の
総
平
均
は
4
6
9
5
円
、
ア

ッ
プ
率
1
・
84
％
で
あ
っ
た
。
前
年
の
第

1
回
集
計
値
（
2
0
1
6
年
6
月
10
日
、

4
4
8
8
円
、
1
・
76
％
）
と
比
べ
る
と
、

額
で
2
0
7
円
、
率
で
0
・
08
％
ポ
イ
ン

ト
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

業
種
別
で
は
、
製
造
業
平
均
は
5
2
4

5
円
、
2
・
02
％（
同
4
8
9
1
円
、
1
・

87
％
）
で
前
年
よ
り
増
加
し
、
非
製
造
業

平
均
は
3
7
4
0
円
、
1
・
52
％
（
同
3

7
9
4
円
、
1
・
56
％
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
っ
て
い
る
。

【
労
働
政
策
本
部
】

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

経経
団団
連連
のの
活活
動動
・・
提提
言言
なな
どど

2017年春季労使交渉・中小企業業種別回答状況［了承・妥結含］（加重平均）
2017年6月16日

［第1回集計］ （一社）日本経済団体連合会

業 種
2017年 2016年

社数 回答額
（了承・妥結含）

アップ率 社数 回答額
（了承・妥結含）

アップ率

製

造

業

鉄鋼・非鉄金属 10社 5，157円 2．08％ 7社 5，299円 1．98％

機 械 金 属 58 5，651 2．16 53 5，138 1．98
電 気 機 器 13 5，372 1．98 11 4，497 1．84
輸 送 用 機 器 6 5，097 2．02 3 4，605 1．92
化 学 15 4，903 1．88 13 4，859 1．75
紙 ・ パ ル プ 8 4，463 1．90 8 3，370 1．47
窯 業 9 4，258 1．62 7 4，300 1．53
繊 維 14 4，896 2．01 17 3，578 1．62
印 刷 ・ 出 版 9 6，375 2．13 9 6，238 2．09
食 品 16 5，123 2．05 10 4，951 1．95
その他製造業 9 3，804 1．50 8 4，649 1．57

製 造 業 平 均 167 5，245 2．02 146 4，891 1．87
（5，068） （2．01） （4，349） （1．72）

非
製
造
業

商 業 18 3，991 1．54 23 4，055 1．64
金 融 ― ― ― 1 ― ―
運 輸 ・ 通 信 30 2，877 1．27 27 2，955 1．30
土 木 ・ 建 設 9 7，039 2．50 7 5，612 2．33
ガ ス ・ 電 気 9 4，345 1．52 5 4，303 1．48
その他非製造業 9 3，255 1．36 9 4，531 1．72

非製造業平均 75 3，740 1．52 72 3，794 1．56
（3，959） （1．62） （3，643） （1．50）

総 平 均 242 4，695 1．84 218 4，488 1．76
（4，724） （1．89） （4，116） （1．65）

（注）1）本調査は、地方別経済団体の協力により、従業員数500人未満の17業種741社を対象に実施
2）17業種245社（33．1％）で回答が出ているが、このうち3社は平均金額不明等のため、

集計より除外
3）上記回答・妥結額は、定期昇給（賃金体系維持分）等を含む
4）製造業平均、非製造業平均、総平均欄の（ ）内の数値は、単純平均
5）2016年の数値は、2016年6月10日付第1回集計結果
6）集計社数が1社の場合など数字を伏せた業種があるが、平均には含まれる

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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告

知

版

五
月
一
五
日
〜
七
月
一
四
日

◆
五
・
一
五

第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
一
七

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
一
九

第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
二

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
三
〇

労
働
法
実
務
講
座
第
一
講（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二

第
四
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦
会

員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
豊
岡
コ
ー
ス
）

◆
六
・
六

労
働
法
実
務
講
座
第
二
講
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
五

労
働
法
実
務
講
座
第
三
講（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
〇

労
働
法
実
務
講
座
第
四
講（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
一

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
三

第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
六

人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
一
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
八

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

第
二
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
九

埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
・
共
催
）

◆
七
・
一

平
成
二
九
年
度
社
会
経
済
視
察

（
ド
バ
イ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
〜
八
日
）

◆
七
・
三

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
七

仕
事
の
渋
滞
解
消
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
一

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

第
三
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
四

労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第

一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

★
部
下
の
「
ほ
め
方
・
叱
り
方
」
研
修

日
時

七
月
二
五
日
㈫
九
時
三
〇
分
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

「
ほ
め
る
」「
叱
る
」
で
上
司
力
を

ア
ッ
プ
す
る

講
師

㈱
人
材
育
成
社
取
締
役

芳
垣
玲
子

氏

★
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
四
講

日
時

七
月
二
六
日
㈬
一
三
時
二
〇
分
〜
一

六
時
四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
育
成

能
力
を
高
め
る

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏

★
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
三
講

日
時

七
月
三
一
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

適
正
運
用
の
た
め
の
評
価
者
研
修
の

重
要
ポ
イ
ン
ト

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
常
務
取
締
役
チ

ー
フ
Ｈ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー

吉
田

寿
氏

★
営
業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
第
一
講

日
時

八
月
一
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
六

内
容

売
れ
る
組
織
に
変
え
る
！
部
下
を
動

か
す
五
つ
の
戦
略
心
理

講
師

㈱
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
代
表
取
締
役

三

井

裕
氏

★
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
二
講

日
時

八
月
二
八
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
六

内
容

労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
の
注
意
点

〜
有
効
性
の
判
断
基
準
と
実
務
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

講
師

石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所
ヴ
ァ
イ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

橘
大
樹
氏

★
変
革
リ
ー
ダ
ー
研
修

日
時

九
月
六
日
㈬
九
時
三
〇
分
〜
一
六
時

三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

人
数
を
増
や
さ
ず
今
の
メ
ン
バ
ー
で

変
革
を
実
現
す
る

講
師

㈱
イ
ン
ソ
ー
ス

岩
永
拓
家
氏

★
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

九
月
七
日
㈭
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

投
資
さ
れ
る
経
営
、
売
買
さ
れ
る
経

営
〜
長
期
投
資
に
耐
え
う
る
企
業
経

営
の
姿
〜

講
師

み
さ
き
投
資
㈱
代
表
取
締
役
社
長

中
神
康
議
氏

★
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

日
時

九
月
一
二
日
㈫
九
時
三
〇
分
〜
一
六

時
五
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

組
織
の
創
造
性
・
問
題
解
決
力
・
実

行
力
を
高
め
る
た
め
の
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
を
育
成
す
る

講
師

㈱
イ
ン
ソ
ー
ス

菅
原
敦
子
氏

★
社
長
塾
第
二
講

日
時

九
月
二
一
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

〈
事
例
に
学
ぶ
〉
不
祥
事
を
根
絶
す

る
経
営
術

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏

★
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
三
講

日
時

九
月
二
五
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

メ
ン
タ
ル
不
調
者
に
関
わ
る
法
的
留

意
点
〜
メ
ン
タ
ル
不
調
者
の
休
職
・

復
帰
・
退
職
等
の
実
務
注
意
点
を
学

ぶ
〜

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所

弁

護
士

小
森
光
嘉
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

井
上
公
認
会
計
士
事
務
所

所
長

井
上

克
典

上
尾
市
川
二
―
四
―
九

電
話
〇
四
八
―
七
八
一
―
五
三
〇
五

（
従
）
五
名

会
計
業
務
、
会
社
税
務
、
相
続
税

㈱
ス
ー
パ
ー
ヤ
オ
フ
ジ

代
表
取
締
役

小
宮
山

直
子

蕨
市
塚
越
一
―
一
四
―
一
〇

電
話
〇
四
八
―
四
四
二
―
四
八
一
八

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
六
〇
名

ス
ー
パ
ー

㈱
ス
ズ
ヒ
ロ
産
業

代
表
取
締
役

鈴
木

隆
明

新
座
市
菅
沢
二
―
一
四
―
三
七

電
話
〇
四
八
―
四
八
〇
―
五
五
二
二

（
資
）
二
千
四
百
万
円

（
従
）
二
七
名

金
属
建
具
工
事

瀧
田
倉
庫
産
業
㈱

代
表
取
締
役

瀧
田

貴
夫

越
谷
市
越
ヶ
谷
二
―
九
―
一
五

電
話
〇
四
八
―
九
六
四
―
〇
八
二
八

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
五
名

不
動
産
賃
貸
管
理
業

東
武
商
事
㈱

代
表
取
締
役

小
林

増
雄

北
葛
飾
郡
松
伏
町
ゆ
め
み
野
東
四
―
四
―

四電
話
〇
四
八
―
九
九
二
―
一
〇
三
九

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
五
五
名

サ
ー
ビ
ス
業（
産
業
廃
棄
物
の
中
間
処
理
・

収
集
運
搬
）

㈱
大
和
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

澤
田

豊

草
加
市
旭
町
三
―
一
―
九

電
話
〇
四
八
―
九
三
一
―
三
三
四
一

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
六
五
名

一
般
機
械
器
具
製
造
業
（
減
速
機
、
増
速

機
、産
業
用
諸
機
械
、半
導
体
製
造
装
置
）

ロ
ー
タ
リ
ー
㈱

代
表
取
締
役

原

恵
美
子

草
加
市
青
柳
一
―
五
―
四
五

電
話
〇
四
八
―
九
三
六
―
二
一
〇
一

（
資
）
四
千
五
百
万
円

（
従
）
二
四
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